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〔表　　紙　説　　明〕

ギンリョウソウ　Monotropastrum globosum H．Anders，

（イチヤクソウ科）

山林中落葉などの腐植土に富んだ陰地に見かける腐生植物で，5月

頃茎頂に横向きの1花を開く。

昔，竹馬車と呼んでいた草は，このギンリョウソウやナンバンギセ

ル（秋日開花の別科の寄生植物）のことであった。なるほど花をつ

けた革の姿が，子供達が乗ってかけ廻って遊ぶたけうまの形に似て

いるようだ。

日本全土に分布するが，加世田付近では長屋山，磯間山などに見ら

れる。図は，金峰山産で，宮原康展君の画いたもの。
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6・エノコログサで作ったイヌコロtP呵
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ネムノキに来るアゲノ＼チョウ（第5報）

コ卑　虐卓風俊哉
今年もネムノキに薄桃色の花のさきはじめた6月15［］，一昨年に引き続いて，ネムノキに飛

釆するアゲハチョウ類について観察をはじめた。昨年やっていなかったので，わからない所など

多かったけど，先輩に聞いたり前回の記録など引き出して下記のようにまとめてみた。毎日，朝，

昼，夕方と3回かかさずやるということは，なかなかむずかしく，根気のいる仕事で，日曜日な

ど観察できず記録もれしたことや，蝶の多く焦った目など数えるのが困難で，不正確な点もみら

れるのが残念である。目的は前回は同じく次のようである。

①　本年度の各アゲハチョウ類の発生個体数げ、要を知り前回のものと比較してみる。

②　本年度の各アゲ′、チョウ類の発生個体抄、割合より，どのようなアゲハチ。ウ類がもっとも

加世田市近郊に多いか調べる。

③　各アゲハチョウ粗の飛来数より発生時期を調べる。

④　朝・昼・夕方の時間の違い，天候の変化などの違いやその他のことから，飛来個体数がど

のように変化するか，その変化の原因は何かを調べ，その習性を検討してみる。

また観察方法は血叫のものと同じくし，1．’できるようにした。ただしこれらの記録は，

校内のネムノキに飛来する記録からの推測であることをつけ加えておく。

＜観察方法＞

○期間　1972年　6月15日～7月10日

0観察時間　〔A1　8：30～　8：35

〔B〕13：00～13：05

LC〕16：50～16二55　以上各時間とも5分間ずつ。

0手段　ネムノキの花に飛来したアゲハチョウ類を肉眼または双眼鏡で観察する。

＜観察対象アゲノ、チ。ウ＞

0　　アゲハ

0　シャコウアゲハ

○　クロアゲハ

0　ナガサキアゲハ

0　モンキアゲハ

なおその他のアゲハチョウ（アオスジアゲ′、など）は前回までの記録がないので，比

較できないために除外した。
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（第一図）

ABC各時間におけるアゲハチ，ウの飛来数

月　　 日 15 16 17 日 19 20 21 22 23 21 25 26 27 28 29 30 1 2　3　4　5　6　7　8　9 18　計 総計

天　　 気

A

B

C

ア　ゲ　ハ

A 4　　　　　　 9 24　5　 10　　　7　1 3　1 1 0　　　　　　　　 4　4　　　　　　　 73

．「　・B 2　　　　　 23 22　3 13 34　　　3　4　4　1 1 1　　　　　 4　0　　　　　　　　 115

C 5　　　　　 32　6　　　5　　　　 6 1 5　　　　 0　2　2　　 1 1　　　　　　　　 66

シャコウ

A 3　3　　 q ・こし　　　 4 1 1 0　　　　　 2　2　　 1 斗23

替0B 6　　 2 13　　 古 3　3　　 0 1　　　 1 2 1　　　　 36

C 2　1　2　　　　 1　2　4　　 1　0　3　3　　 1　　 1　　　　　　　 21

ク　　　 ロ

A 5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1 1　　　　　 1 116

鎗B 4　5　1　2　6　　　2　　　2　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　 23

C 8　2　　　2　　　　　　 1 1 1　　　　 2　2　　　　　　　　　　　　　　 19

ナガサキ

A 2　0　　　　　 4　　　　　　 1　　 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9

〕○B 4　　　　 し　－1－－　 1 0　　　　　　　　　　　 2　　　　　　　　　　 13

C 2　1 1　　　 1　　 1　　　　　 1 1　　　　　　　　　　　　　　　 8

モ　ン　キ

A 2　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7

ユ lB 1 2　3　　　　　　　　 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　 g

C 3　0　　　　　 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5

合　　 計 ’11　　　 1 85 89 14 28 87　　26 13 29　4　6　2　8　8　 10 10 10　　　　 2

0　前回はABCの各時間に関しての気温を計っていたが，今軌まあとで気がついた時はすで

に遅く，ABCの各時における気温変化が見られなくて残念であった。

だがその日における平均気温（枕崎測候所記録）をつけ加えておく。

モ
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く1＞本年度の各アゲハチョウ類の6－7月にかけての発生個体数の概要と前回との比較

ア　ゲ　ハ

ジャコウアゲハ

クロアゲハ

ナガサキアゲ′、

モンキアゲハ

〔考　察〕

ナガサキアゲハ，クロアゲ′、，モンキアゲ′、の飛来が伸びてきた。記録のあやまりも少

しはあったかもしれないが，増えてきたということは，認めざるを得ない事実である。

シャコウアゲハは減少したけれども，観察時間以外にも多くの飛来を認めているし，ど

こででも多く見られるので，安定した発生をしていると考えられる。

く2＞　各年変における種税別飛来数割合

（第二図）1967年（総飛来数　240頭）

5 2 多
6 幸二

車1第 ／

クク

0
多‾

1969年（総飛来数　273頭）

38多
を
車／芽 室姦 10一

歩
1970年（総飛来数　416頭）

62痺
I捌・坤 l6；

現
1972年（総飛来数　443頭）

5 7 多
％％ 耳

ヰ
7

18多
言 藤一

［＝］ァゲバ

匠召ジャコウアゲハ

匹函クロアゲハ

∈ヨナガサキアゲ′、

［：コモンキアゲハ

〔考　察〕

前回まではナミアゲハ，ジャコウアゲハの占める割合が大変多かったけれども，今年は

割合の上から考えると減少しているが．探集会に行った時や，通学途中などで最もよく見

かけるのが，この二極で，数が減ったとは考えられない。クロアゲ′、，ナガサキアゲハ，

モンキアゲハの三種は例年になく，多数発生したものと見られる。このほか記録はとらな

かったけど，アオスジアゲハの飛来がめだっている。なお加世田地方には，これらのアゲ

ハの他に，キアゲハ，カラスアゲハ，ミカドアゲハなどの種類が分布している。
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＜3＞　各アゲ′、チョウの飛釆数による発生時期

この件は飛来数が天候によってかなり左右されるために，次期発生時期を決めるのは，不

可能であるかもしれないが，しかし最初に書いた＜第一図＞から推察すると大体7月下旬よ

り8月中旬にかけてが巌も多いだろう。しかし絶対とは言えない。

だが，飛釆数がアゲハとジャコウアゲハではば7割5分を占めているので他のアゲ′、チョ

ウ類のそれとは，かなりずれる面もあると患う。

＜4＞　飛釆個体数の変動について

・時間（A，B，C）における違い

（第三図）

種 類 ア　 ゲ　 ハ ジ ャ コ ウ ク　　　 ロ ナ ガ サ キ モ　 ン　 キ

年　 時 間 A B C A B C A B C A B C A B C

1 9 7 2 年 7 3 1 1 5 6 6 2 3 3 6 2 1 6 2 3 1 9 9 1 3 8 7 9 5

1 9 7 0 年 7 5 9 5 8 6 4 0 3 9 4 7 8 1 2 4 3 1 1 4 1 0

1 9 6 9 年 4 2 3 9 2 1 4 5 3 1 4 8 7 5 2 1 4 9 5 2 2 1

1 9 6 7 年 3 2 5 8 3 9 5 1 4 2 3 3 1 6 2 9 4 4 5 3 3 4

・天候における違い

第一図よりどのアゲハも共通して，雨天の日は飛来数が激減するようである。また，

風，．気温にも影響するものと思われる。

・　雌雄の別は，はっきりしないが，d　ナガサキアゲ′、においては雌の万がよく吸蜜してい

た。

（反　省）

1日3回5分間ずつ頭数を数えるのは，めんどうくさく，なみたいていのことではなか

った。一応やりとけたけれども，ところどころ記録もれがあるのは残念であった。

内容は前回のものと同じようで，今年のものをつけ加えたにすぎず，また気温の変化を

つかめず内容としては，不満足なものに終ってしまって，心残りがしている。

今年で5年目で資料も多くなったので・釆年もつづけて，今まで試みたことのなかった
l

点など深く追求し研究してもらいたい。
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ツマべニチョ　ウの飼育

2年　　唐仁際　俊　哉

5月末に木佐貫，浜川面先輩J採集してき†ニッマベニチ。ウの卵。私が6月4日，24日に採

集してきた卵と幼虫の飼育について記録してみた。これらの卵，・幼虫ふ　すべて秋目で採集した

ものである。下記のとおりの方法で5頭につ′。、て観察した。

A：5月末‥・……………採集してきた卵

B：6月4日‥‥‥‥‥‥‥・　〝　　　〝

C：6月4日……………　　〝　　　2令幼虫

D．，D2：6月24日…　　　　　贈化したばかりの幼虫

＜食　　草＞……・＝………ギョボクの柔

く観察場所＞…‥…・‥‥…‥A，B：鉢植えのギョボクで飼育（生物準備室内）

C　：花ぴんにさしたギョボクの菓（自宅室内）

Dl，D2：地植えのギョボク（温室内）

種別　 発生経過 脾 化 2 令 3 令 4 令 終 令 痛化個 蠣化周 羽 化 昭雄別

A

B

C

D l

6 ／ 1

6 ／ 7

6 ／ 6

6／1 1

6／2 8

6／1 0

行方不明

6／1 0

6／3 0

6／1 6

6月1 2 日

7 ／ 1

6／1 8

光 亡

7 ／ 3

6／2 1

7 ／ 4

6／2 2

7 ／ 5

7 ／ 2

7／1 6

8

8

D 2 6／2 8 6／勺 0 7 ／ 1 7 ／ 2 7 ／ 5 7 ／ 6 7／1 7 8

Bにおいては，順調に成長しつつあっ7二が，6月13円あたりから見えなくなった。付近を

よくさがしたが見つからなかった。残念であった。

またCにおいては，6月12日死亡してしまった。原鳳ま，食草が古くて，しおれていたと

いうことと，観察場所が，風通しが悪くじめじめしていたためと考えられる。

A，Dl，D2については，雄の憤向が現われたのは，羽化の2，3日前からで，羽根となる

部分に赤みがさしてきていた。また，これらの3政に共通して言えることは，3頚とも羽根が

弱かったことであった。羽化後数時間たっても，自然のチョウのように勇壮に飛ぶことができ

なかった。

温室で育ったDl，D2は，Aに比べて成長が早かった。温室内が暖かったからであろう。

反省としては，それぞれの場所における気温刀変化を記録しておかなかったのが残念であっ

た。また次軌ま，食べた食草の量なども記録してほしい。
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1972年ネムの木の落花と結実数

2年　　弥　勒　菜徳子　外

この調査は，今回で4回目である。今回は1日当りの落下花序数，それに結実の数をかぞえる

だけにした。

調査は6月17日から7月28日まで42日間で，落花序本数は11万本以上で，結実した果

実が725本で，結果率0．62多である。そのうち，落下した日がわかっているのは，114524

本で，このうちわけは次貢のグラフのとおりである。今年は去年に比べて，調査期間が短かく，

調査協力人員も少なかったので満足な結果が得られなかった。

なお，この期間中の気象資料は，枕崎測朕所よりいただいた。同所，木佐貫淳主任の好意に厚

くお礼申しあげたい。

ネムノ　キ落果数調べ（1972）

7月　　　2‘0日　　21日　　22日　　23日　　24日　　25日　　26日

（月　　日）
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ネ　ム　の　落　花　数　調　べ　（1972）



ネムノキの亨やの大きさと種子数の変異について

2年　　安　富　朱　美

昭和46年ネムの結実調査途中，8月6日の台風15号のため落下した未熟のさや果781個

について長さ，巾，さや

てみた。その結果はつぎ

〔グラフ1〕

′‾ヽ

幅

祈〝

）

の種子数の変異ときやの長さと巾の相的朗係を調べてグラフにまとめ

通りであった。〔グラフI，丑〕

（長　さ　　C膚）

10　　　　　　　　　　　　15

＼
＼

Ⅵ

0

＼
X

X 0 ＼

0

X
X

＼
0

ノヽ

○

）
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1972年トウモロコシのキセニア観察

2年　　唐仁原　俊　哉

本校生物部でトウモロコシのキセニアの観察について，前に「まのせ」2号および3号におい

て発表しているが，今回はキセニアにおいて両性雑種の観察に好都合な品種が得られたので，交

配実験してみることにした。（両品種は長野県農業試験場梗ケ原分場の好意によって分譲された

もの）

I（1）品種名　Wnite Flint（白　平滑）（良品230）

Black Mexican（紫窯　しわ）

（2）方　法

（イ）実験地………本校校舎第4棟，第5棟の中庭の花壇（調理室横）

桓）播種期……W・P　　5月27日

B・耳M　6月　6日

目　播種方法……両品種を約30餓間隔に一種ずっ交互におく。

白の雄花秘は抽出前にすべて抜きすてる。

⇔　肥　　料……硫安・塩化カリ

劇　調査の成績

（1）

品　 種 播 種 期 日 発 芽　 日 8 出 穂 期 ？ 絹 糸 抽 出 期

W ． F 5 ・・ 2 7 6　 ・　 3 7 ・ 1 4 7 ． 2 4

B ． M 6　 ・　 6 6 ・ 1 2 7 ・ 1 7 7 ・ 2 4

（2）生育状況………両品種ともに噸調な発育をした。（次貢参照）

（3）結実状況とキセニアの出現程度

○：半分以上結実しているもの

△：半分以下結実しているもの

×：まったく結実していないもの

Ⅲ　結　論

（1）風煤によりWhite種の綿糸（9の柱頭）に，Black　踵D8の花粉がつき，自然

交雑が起こると，色についてみると自種のトウモロコシは，自踵にならず黒い色がつい

てしまうから，色の変化から交雑の成功したことがわかる。しかし，形においては，な

めらかな自種のままである。
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？花着生位置 同右　多

株番 号 株 感 類 節 数 草 丈 r研　2 節　 3 節　 4 節　 5 節　 6 節　 7 節 白　 個 紫 黒 個　 白　 多　 紫 黒 夢

1 W 9 6 8　　　　　　　　　　　　　　　　　 0　　　　　 2 3　　 3 1　　 4 2．6　　 5 7．4

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 8

B

W

W

B

W

B

W

B

I＼V

B

W

W

B

W

B

W

B

B

B

W

B

B

W

B

W

6

8

1 0

6

9

8

9

9

8

8

1 0

8

9

9

8

1 0

8

1 0

9

9

8

7
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（2）＜W・Fにおいて＞

？花椿は大体，第4廓から第6節に1－2個でるが上方の第6節にできるものがほとんど

良く結実している。

トウモロコシは上方から順に雌花をつけていくので，下方の雌花ができた頃には黒の8穂

との花粉形成が不十分であったためらしい。

（3）＜B・Mにおいて＞

9花椿は大体，・第4節から第6節に2・－3個ほどでたが，やはり第6節にできたものが，

よく結実している。その結実株の中に，白色のしわ型粒が少数ながらみられたのは意外に思

われた。（例えば，14，16，18番株など）

また，W・F株にキセニアのあらわれてないものが多数あったが，これは，トウモロコシ

が風媒花であり，又，トウモロコシの白，しわが劣性形質なので，学校付近のトウモロコシ

の花粉が，風に運ばれてついたことによ継あろう。
の

来年はこのPl　を用いてP2　の調査を行ないたいと思う。
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野　間　岳　の　岩　石　類

2年　　安　富　朱　美

生物部キャンプが野間岳中腹の野間神社の境内であり，部員数名と共に参加したが，岩石調査

班は私が1人だけで，たいへん心細かった。

仁王崎で′ヾスを下車し，植物班の人たちと一緒にきっそく採集をはじめた。

最初，花崗斑岩の露頭にぶつかり，そこから野間岳の登山口の椎ノ木部落のあたりまでは，主

に砂岩と溶結凝灰岩の小さな露頭があった。しかし山すその畑作地帯は大部分が溶結凝灰岩であ

り，登山道路の両わきには大きな溶結凝灰岩を利用し，石垣が作られていた。

山の中腹まで砂岩優勢の貢岩との互層が続き　それからは安山岩が続いていたが，途中，高さ

10メートル程の砂岩の露頭があり，その下方に，固くて白っぽい斑状組織の岩石がみられた。

たぶんりパライトだったと患う。

頂上まで安山岩だったが，ほば3種類に分類され，それぞれの特徴から野間岳に3度以上の爆

発があったことを示している。安山岩の寓頭は変化にとんでおり，板状節理や捕獲岩がみられた。

中でも捕獲岩は大小さまざまな砂岩，泥岩などの岩片であり，また安山岩は新鮮で，角閃石や

輝石などが，肉眼でみとめられた。また所によっては角礫凝灰岩の露頗もあり角礫の玉ねぎ状構

造がよく観察できた。

樫ノ木山のあたりから地図上の道と，実際の道路の位置が違っていたために途中で手前の小高

い山と野間岳の頂上，女岳の頂上の三点から観測地点を知る測量法を教わったが，あまり自信が

なかった。

2日目は野間神社から風上へ向って出発した。岩石はずっと安山岩だったが，かなり黒っはい

輝石安山岩だと思われる。しかし実際のところ，落ち着いて岩石を観察したのは頂上だけで，登

る途中は体をひきずっていくのがやっとだった。頂上からシダの採集に植物班と一緒に50メー

トル程下ったところに安山岩の大きな崖が5ヶ所くらいあった。岩から眺めた海はすばらしく，

このキャンプに参加してほんとうによかったと思う。私にとっても部員のみんなにとっても今年

最大の収穫であり，思い出になったのではないかと思う。
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造網性のクモ（蜘妹）について

2年2組　　前　田　明　子

クモの巣，クモの網　「どっちでもたいした違いはない。同じだ」と考える人が多いが，両方

とも違う。クモが昆虫をつかまえるために張るのは，約．．一般には，その網のことを“クモの巣

”という。でもこれはまちがった呼び万です。ほとんどの人が，クモの巣と網を同じものと混同

して考えているのが実状です。クモの網を見ていると実にいろいろな網がある。また，そのクモ

自体においても，めずらしい習性を持つ者もいる。これから書くことは，加世田高校，加世田の

竹田神社，阿多，そして私が行った所々で観察したものです。

開票場禁霊誓亀加’竹酎相は竹’阿多は阿’甜ま瓦小湊…野

1．　コガネグモ

一般に最もよく見られるクモである。コガネグモ科コガネグモ属に属する。このコガネグモ

器禁，と霊霊謬三三禁霊慧警ゆ。うごかし身を守る習性がある0こ
コガネグモは巌も普通は種で，初夏に現われ，だいたい8月も末になるとだいぶ少なくなる。

中でも，早いのになると，3月の終りごろに現われるのもいる。今年最初に見つけたのは，2

月の半ばごろ，平地の木の繁った影ま寄たせころに，コガネグモ特有の縄を張っていた。3月
Jl

の末になって，チュウガタコガネグモ，コガタコガネグモ，シロカネグモといったクモが，チ

ラホラ出現

ともいうベ ：賢
た。これらのクモは，完全円網を張る。そして，円網の中央に，わびの典型

Ⅹ字状のおび（かくれおぴと呼ばれる）をつけ，そのたび町　脚を2本ずつ

そろえてとまる。そしてこの種のクモの網は，おもに明方にかけて作られる。（加，竹，阿，

万）

2．オ二グモ

オニグモは，オニグモ脚こ属する。このクモは地方によって「ダイミョウグモ」とも呼ばれ

たりしている。腹部の前方両肩に2つの突起があって，いかにもダイミョウといった感じのす

るクモである。このクモの成熟は，7一一8月頃，出現は早いので，5月末に．樹幹や軒下に網

を張っている。このクモの種類のほとんどは，夕方網を張り，朝になると網をたたみ，また夕

方だいたい暗くなるころ，せっせと網を張り

ている。ある条件によっては，1日申，網を

阿，万，小，野）

芋．∴
。そしてこれを毎日くりかえす習性を持っ

、るのを見かけることもある。（加，竹，

3．ヤマシロオこグモ，ドヨウオニグモ，イエオニグモ
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これらは，コガネグモ科　ヒメオ二グモ属に属する。ヤマシロオニグモは，中大のクモ，5－

6月にはすでにグロテスクな姿をあらわし活動を野外の樹間に開始する。ドヨウオニグモは，水

田に多く見られ，腹背が黄色のため稲とかわらず目立たない。年に2回（夏，秋の土用頃）発生

する。今年は5月の初めに学校の花園に網を張っていた。かわいそうだったけど，クモ第1号と

して採集した。イエオニグモは，その名の通り，人家の軒下や天井などに多く円網を張る。この

クモは，新しく円網を張る直前に古い網を破壊する。他にあまり類のない習性である。だいたい

いつでもいるクモだ。（加，竹，野，万）

4．　スズミグモ

これもやはりコガネグモ科であり，属はスズミグモ属，スズミグモの網は，ドームまたは水平

で東下にも多数の糸を引く。（1）他のクモと違うところは，主禍が小さい正方形で構成されてい

讐で踪がないということだ。♀の網はドーム型で非常に大きいがそれに比べると，容の網

は、やはりrドーム状ではあるが，小さ＿い網を葉うらなどに作る。場所は，日当りのよい樹間に作

る。（竹，野）

5．　ゴミグモ

コガネグモ科，ゴミグモ属　このクモも少しかわっている。円禍を張るのは他のクモと少しも

かわらないが，食べかすやふん，脱穀・卵のうなどを縦に重ね，クモは敵から身を守るために，

そのいわゆるゴミの中に隠れる。手で触れると，地上にころげおちるようにして逃げる。しばら

くは，足をちぢめて動かない。その場合に網から金網ともいうべき，しおり糸を引くことを忘れ

ない。4月の半ばころから出現しだす。日当りのよい樹間に張る。（加，阿，万，野）

デゴミグモ

ゴミグ哲属ともに同じ。形鮒には前記のゴミグモと異なる。特に異なった点といえば，
円網はかわらないが，その円網にあらい渦巻状の白いかくれおびをうける。ただしこのかくれお

びは，円網の途中からつけている。5月初めに加世田の竹田神社にて採集。（竹，小）

6°ヨサ

7．　ジヲロウグモ

コガネグモ科，ジョロウグモ属　一見して明瞭，黄と緑青色の荒い横縞がある。秋に成熟し，

複雑な三重網を張る。横糸は五線紙状で教本毎に足場糸の残りが見られる。糸は他のクモの糸に

比べて非常に強く，唯一の金色をした糸を持つ。夏の終り頃出現する古は大きいが，秋もおそく

出る古は比較的小さい。ld－11月頃山中に入ると，樹間はどこを見てもジョロウグモばかり

であるこのクモは，同じ網に小さな省，1～2頭多いときで5～6頭も同居している。一夫多妻

ならぬ－妻多夫である。（加，阿，竹）
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8．　シリサラグモ

サラグモ科，サラグモ属に属する。サラグモ属は，割合に大きい皿状あるいは碗状の網を張る。

細分では，いくつかの属に分かれる。シリサラグモは，山地で普通に見られる種で，樹間の棺に

いたるところに上向きのやゝ深い大きい血相を作る。　（加l　阿，野）

9．　ネコバグモ

バグモ科，バグモ属　この種のクモは，葉上生活をなす。いろいろの費のうらなどに天幕をは

りその下にひそむ小型のクモで，5月頃から出現し初める。そして，6～7月頃成熟する。冬は

体を糸で包み葉の闇で天幕の中ですごす。暖い日は出てきて活動をするが，ほとんど天幕の中に

いることが多い。　（加，阿，万，小）

10．　オウギグモ

ウズグモ科，オウギグモ属　山間や低木のうす暗い場所に三角形の網を張る。三角形の網の頂

点から引かれた一本の糸の端に糸をたぐりよせて静止，獲物がかかると糸をはじき，また，たぐ

った糸を急にはなし前方へ突進して獲物をとらえる。網の張り方は円周の手順とかわらない。こ

のオウギ状の三角網は，円網の変形。　（竹，野）

11．　ウズグモ

ウズグモ科，ウズグモ属　このクモは郊外，山地の日かげ，あるいは湿地帯の臼かけにみられ

る。ごく小さなクモであるが一一一般には大きさや色彩に変異が多く種々の段階が見られる。網は水

平円網で，日かけに張り中央にかくれおびをつける。この白いかくれおびは渦巻状のもの，一筋

のまっすぐなものなど個体によりいろいろ異なる。早くは5月末から現われ初め，10～11月

頃までまだいるのもある。（阿，竹，野）

12．クサグモ

タナグモ科，クサグモ属　平地から山地にかけて現われ，普通樹間，生垣の闇に奥に漏斗状

（トンネル状）住居をもつ棚網を張る。槻網の上部には多くの糸が引かれ，－たびこれに入りこ

んだ昆虫はぜったいに逃げられない。この棚網は大きいのになると50～80cmの網を張るク

モもいる。（Ⅱ）8月頃成熟し多面体の卵のうを作り，親は卵のうをはなれずに保護する。秋にふ

化し幼生で越冬する。　（加，竹，阿，万，小，野）

造網性のクモは他にまだいっぱいいる。ここにあげたのはそれらのほんの一部にすぎないほん

の一部のことで少しでも皆脚にわかってもらえたらと思う。
了．る

引用文献　（I）（Ⅱ）保育社　原色日本蜘蛛類大図鑑
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ナクマメ（刀豆）の成長について

2年　　　東　　　康　　子

ナタマメのきやは30cm位もある長大なものでナタの形に似ている。種子（マメ）から，はじ

めて結晶酵素としてウレアーゼがとり出されたのでも有名である。そして発芽後の成長がはやいこ

とも興味をひいたので，第1本葉の開築後数日間，その葉やつるの成長について測定調査してみた。

なおはじめに鉢植（直径20cm）した1本は子葉を1枚だけ除去し，他の1本の苗は完全子葉の

まゝとして比較観察した。

1．本葉第1薬の成長面積測定の結果はつぎの通りであった。（表1，図I，Ⅱ）

（表1）　ナタマメの第一葉の成長表（面積江田P）

完　 全　 子　 葉 1 ， 1 枚 子 葉

右 左 月 ／ 日 右 左

1 5 0 3 － 7／ 7 1 4 4 9 －

3 3 0 3 － 7／ 8 2 7 8 1 －

9 1 2 6 9 6 9 3 7／ 1 0 7 4 5 1 7 9 0 2

1 1 3 3 1 1 1 8 8 9 7／ 1 1 8 2 6 2 8 3 3 4

1 3 3 2 8 1 4 4 7 2 7／ 1 2 9 8 7 3 1 1 5 2 0

1 4 9 9 4 1 6 7 8 5 7／ 1 4 1 1 8 8 8 1 2 2 3 1

1 8 1 0 7 1 8 9 5 8 7／ 1 5 1 3 6 4 4 1 4 0 0 4

2 0 7 3 6 2 1 7 1 7 7／ 16 1 4 5 6 2 1 4 7 3 3

2 1 3 4 8 2 2 3 9 2 7／ 1 7 1 4 9 4 5 1 5 4 9 9

2 2 4 9 2 －
7 ／ 1 8 1 6 8 4 8　 、 －

※　「右」とは，苗の図（もの時の外側の葉をいう。

2・発芽初期のつるの成長はつぎの通りであった。（表2，図Ⅲ心Ⅴ）

子葉は，緑色のかたい物から黄色いしわの多いものに変わり15日前後にすべて落ちてしまった。

図Ⅲからみてわかるようにちょうど15日前後の2本のつるの成長の差は，いちじるしい。

（表2）（単位一cm）ノ

子 葉 7 ／4 2 日 11 日 12 日 13 日 14 日 15 日 16 日 18 日 19 日 21 日

1 枚 1 8．0 2 1．0 2　2．0 2　3．5 2　9．0 3　4 ．0 4　4．0 6 1．0 6　9．0 8　7．0

完全 2　4．5 3 0．0 3　2．0 3　5．0 4　2．0 4　8．5 5　4．0 6　6．0 7　6．0 9　4．0
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＜考察＞

一苗だけ，子葉を一枚取り除いた。その時の二本の苗は，ほぼ同じ大きさの約12～13cm程

度で，図Ⅳの7月7日のように第一本葉が，抱き合わせたように対生していた。

毎乱，両苗とも著しい成長をなした（図Ⅳ，Ⅴ）。しかし，すでに両苗の成長を比べるとつるの

長さにも葉の面積にも表I，Ⅱ，図Ⅲで見られるような差がつき始めていた。単葉の第一本葉は，

図I，Ⅱのようにそれぞれ成長していった。

緑色の固めだった子葉は，これらの成長とともにやがて黄色化したしわの多い水分のねけたもの

のようになり，ついに1云日には，すべて落ちてしまった。子葉脱落後2－3日は，同じ速さで成

長していた葉が，18日頃になると両苗の成長の差はちぢまった（表I，図I，Ⅱ）。また，つる

の万も15日前後の成長は大きかったが，18日頃になるとやはりその差はちぢまった（表Ⅱ，図

Ⅲ参）。これらのことで子葉の養分が，どれほど苗の成長にあたって重要かがよくわかる。第一本

葉は，18日頃から急に成長が止まり，すでに第二本葉，第三本葉と芽が出ていた。第二本葉から

後の薬は，第一本葉とちがい，小葉が三枚下図蓋のようについた複葉でそれが，一枚の葉として下
Ⅴ‘

二∴∴‥∴二∴二∴三二二∵二二三㌍
葉までの長さが3cmほどの差をつけたまま成長が止まっていたということだ。後からのつる全体

の大きさは，ほとんど目測ではその差がわからない程になっていたが，子葉の影響が，後の成長に

関係するのか，2cm程伸びた7月25日頃，完全子葉の万にだけ白色の大きな蝶形花をつけた。

あいにく暑い天候が続き，鉢植えだったため花はからしてしまい実のらせることができなかった。

ー23－



秋　　目　　採　集　記

2年　唐仁原　俊　哉

9月15日　晴れ

文化祭の資料集めで秋目まで行った。同行者は，佐方・山本両先生，安富さんの4人で，塵か

ら先生の車で秋目に向かう。目的はウニを探ることであった。秋目湾の南側の岩のつきでている

所できがした。が，さがそうとする時は，なかなか見つからないものである。岩のわれ目など，

さがし回っているうちに，波のかかる波のわれ目にしっかりとくっついていた。波にぬれないよ

うにとるのには大変な苦労であった。数日後におしせまった文化祭を前に，あくせくした気持ち

で，向もかも今になってあわてている感じで濱ちつきがなかった。

秋目の北鰍の平麻付近の道路工事現場近くを，岩石，植物など見て回った。そこでは，ルー1タ

テハ，ツマグロヒョウモン，ツマベニチ。ウ，などを目撃したが，うっかりネットなど採集道具

を忘れて持って来ていなかったために，何も採集できなかった。

帰りに，小湊干拓付近を通る時，桜島の噴煙が見え，きょうのいらいらしrこ気持ちを吹き飛ば

してくれた。

本日の目撃チョウ

0ルりタテハ　0ツマグロヒ。ウモン　0ツマベニチョウ　0ジャコウアゲハ

0クロアゲ′、　0ナガサキアゲハ　0アオスシアゲ′、　0モンシロチ。ウ

○ツマベニチョウ

このチョウは，わが国に産する巌大形のシロチョウで，奄美諸島，沖縄諸島，台湾などに多く

産する熱帯系蝶で，九州本島におりては，薩凰　大隅半島の南部でしか発見されていない。シロ

チョウ科のものと思えないほど，飛跡ま敏速で，花を訪れるもののほかは捕え難い。幼虫は，フ

ウチョウソウ科のギョボクを食べて生育するが，アブラナ科のイヌガラシ，ミチ′ヾタガラシ，ナ

ズナなどでも飼育できる。しかし，成虫は，やや小型となる。写兵は，ギ。ボクの葉のうらに桶

化したばかりの桶を写したもの。（写真中央）

秋目で5月末に採卵し，生物準備室内の鉢植えのギョボク上で，6月1日に楯化し，同22日

に完全に塙化，7月2日には羽化してみごとな，雄のチョウが誕生した。
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ツマベニチョウを求めて

2年　　唐仁原　俊　哉

（l）　1972年6月4日　快晴

浜川さん木佐貫きんと私と三人で，ツマベニチョウの幼虫を採集に秋目へ出かけだ。

天気は朝から快晴で，真夏のような暑さであった。先輩方と大浦小前で待ち合わせ，午後1時30

分各自，単革で出発。．ツマベこチョウの成虫には今まで何回となくお目にかかったことがあった

が，幼虫や食草のギョボケのある所など知らなかったので，先輩方に教えてもらうだめに，本日

秋目に行くことにしだ次第であった。今までは秋目に行くとなると，10キロ近く歩かねばなら

なかっだがきょうは変革で直行。県道のまわりを注意深く見ながら，砂利道をスリップしないよ

うに安全運転。途中でアゲハ，アオスジアゲハを教頭目撃。30分もしないうちに秋目についた。

まず 秋目湾の北側にある民家の庭のすみにあ
°L，一．－一一一・・・・一一・・一・　　　‾　　　　　一一一一一　　　　　　　＿－＿

を車’こボケ凍見に行った。秋目で最初に見にギョポ

クである。なんだこんな所にもあるのか。と思いながら卵を1個見つけだ。生みつけられてまだ

幾日も丁こっていないような新鮮な卵が葉柄に近い所の葉脈の上にあった。はじめて見に卵である。

だがどこを見回しても幼虫は見つけられなかった。こんとは，ギョボケが何本もあるという谷川

ぞいを登ることにした。場所は，鑑真の上陸記念碑の前の谷川。登る途中，見るもあざやかに成

虫が谷川ぞいに亀ケ丘の万へ飛んで行くのが見える。やがて谷のつめたい水で足をぬらしつつ目

的の場所についに。暑さの中をがんばってやって来たかいがあったいるいる幼虫が卵が。初めて’

見に。の感激。きっそく先輩方にいろいろと軌、だ。。れが何令，。れは何令∠五泉．よユ‥……

よく見ると，幼虫の産は何かをあしらったような，こっけいな，グロテスクな感じがし，こんな

変なものが，あんな美しいチョウになるのか，と幼虫を見ると疑問に思えて，自然界の偉大さが

恐ろしく感qられる。きっそく皆瓶に卵を2風　解化したばかりの幼虫を2匹，終令を2匹採っ

た。「無事に成長してくれよJと祈りながら心は羽化する臼を夢見ている。先輩方にあれこれと聞

きながら下りはじめ丁こ。これからは場所もわかったし，単車もあるから何度でも来れると思いつ

つ，わが家にもギョボケを植えて，自分で飼育してみようと手ごろな木をさがしたが見つからな

かった。断念して大きな枝を折って持ち帰ることにしだ。途中秋目の店でコーラを飲んだ。スカ

ットさわやかな満足感にひたりながら，帰りの足どりもかるかった。

○　ツマベニチョウ

幼虫　初一終令まで多数目撃　　　成虫　古を教頭目撃

幼虫4匹・卵2個を採集

○　モンシロチョウ　′井　　○　アゲハ　井　　○　アオスジアゲハ　井
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（I）　6月24日晴れ

ツマベニチョウを求めて秋目へ行った。6月4日に先輩方にギョボケのある場所や幼虫につい

てなどいろいろと教えてもらったので，一人ででかけだ。途中いつものようにゆっくりと，回り

を見つつ安全運転をレながら秋目に向かった。秋目につくまでの間には，モンシロチョウとアゲ

ハを教頭見たばかりであった。秋目につくと最初に，湾の北側にある民家の庭のギョボケを見に

行ったが，幼虫も卵も全然見られなかった。どうレ’仁のだろう，少しぐらいいてもいいはずだが

と思いながら，南側の鑑真の碑の前の谷へ行って見7こ。登る途中のみかん畑のわきには，トケイ

ソウがたくさんなっていた。…‥…‥‥　　ギョボケのある所について，付近のギョボケをずっと

観察して廻ったが，はんの教頭しか卵も幼虫も発見できなかった。この前来た時の半分もいない・

成虫となって勇壮に飛んでいるんだろうと思い，いつも蝶道となっている所を見ても，1頭も目

撃でさなかっ7こ。どうしたのだろう？　と疑問を残しながら，貴重な幼虫を3頭採集して帰途に

ついだ。

1972年匿の迷蝶記録

○　タテハチョウ科

メスアカムラサヰ

8月12日　野間岳山頂

9月23日　加世田市宮原〝ぉかん山〝

○　マダラチョウ科

カバマダラ

7月　7日　加世田市万世

7月15日　加世田高校内

○　ジャノメチョウ科

ウスイ　ロコノマチョ　ウ

9月21日　加世田市当房

12月23日　加世田市当房

＿26－

2年　　唐仁原　俊　哉

18Coll　　山本先生

18Coll　　浜川経文

18Wi t　　浜川睦文

19Coll　　内田間作

l Coll　　浜川経文

l Coll　　浜川陸文



加世田周辺地域の地質構造について

2年　　安　富　朱　美

一昨年，プール建設に伴ない，本校のグランドで地下水のポーリング脅したので，その時の資

料，及び，他の地域のボーリング資料，その他の調査事項をもとにし，地質構造を簡単に述べて

みます。

第1図

この図は大浦入口と川辺町下山田を，ほぼ粟西に切断した図で，基盤岩の砂岩，頁岩の中に，

ドーム状，岩脈状に斑岩類が買入している。まだ大浦入口には　岩も岩脈状に貰入している。下

山田付近に多くみられるシラス，啓結凝灰岩は標高100桝程度まで分布して，基盤岩を不整合

におおっている。したがって下山田付近の畑作地帯は火山灰土であることがわかる。なお，基盤

岩の砂岩，頁岩の互層の走向ははばNS－N300E　で，傾斜は，はば垂直であるが，地質構造

が非常に複壕で，裾曲，断層などが多いと思われる。

第1図

2図は万世と久志をはば南北に切断し丁こ断面図である。磯間山脈南から久志閻辺までは，安山

岩類が基盤岩類を不整合におおっている。長屋山付近の斑岩類の買入岩体とは異なって，急な崖

をつくっているし，非常に風化されやすく奇妙な峰がみられる。河川のある比較的低地の大木場

や大崎付近にはシラス，塔結凝灰岩が入りこんでおり，低い台地をつくっている。このことから

シラスなどが火砕流堆積物であることがわかる。まだ，所によっては二次シラスも認められる。

万世閻辺の残丘状形態のものは，告期砂丘層で，現在の汀線にほとんど並行している。かっては

この砂丘近くまで海岸線がいりこんでいたと思われる。

第1図

本校と白亀をほぼ票西に切断した図で，本校のポーリング資料と，今村場の資料を中心に作成

したものである。白亀では基盤岩の砂岩，t頁岩類を，不整合にレキ層がおおい，さらに溶結凝灰

岩，その上をシラスが不整合におおっている。まだ，ボーリング資料では熔結凝灰岩は二層あり，

その間に砂層をはさんでいる。これは二眉間に時代的な間隙のあったことを証明している。まだ，

基盤岩と，落穂凝灰岩の間．Jこ泥層，砂層があり，特に泥層にはカキの化石や有孔虫が含まれてい

る。これらの有孔虫やカキの化石は，加世田市街地のとらやデパートの地下約60メートル付近

からのポーリングから出てき7こもので，浅海の海底堆積物である有孔虫が出てきだことから，こ

の地域に数回，海の浸入があったことを示している。
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標高50メート′レのあたりに，巨礫層が存在しており，かっての海水面，又は川の高さを示し

ているが，礫層中のレヰは，斑岩類，安山岩囁　砂岩などで，直径1メートルから敷メートルの

ものまであり，亜円礫から円礫である。比較的，よく円磨されていること，及び，これらの礫が

この間辺にないことから，長い距離流されたことを示している。これらと同様のものが，内布，

戟多山山頂に分布しているが，高隻が異なる。し7二がって枕崎から加世田方面へ流れる大河川を

考えるか，大規模な隆起が考えられる。

第Ⅳ図

この図は武田神社を中心としだ断面図である。加世田農高閻辺の台地はシラス台地であり，加

世田市閻辺の同じ高さの台地はすべて同質である。台地から頭を出しているところは，ほとんど

基盤岩の砂岩，貢岩などの露出である。これは武田神社裏の水源地のある小高い丘をみるとわか

ると思う。

河川の地執こは河川堆積物がみられ　かっての河床であることがわかる。河川堆積物は別府城

跡の崖の6－7メートルの所や，加世田消防所横の崖4－－5メートルの所にもみられるが，現在

の河川の流れの巾，及び高匿とはだいぶ異なる。ま√こ，シラスの上に二次シラスがおおっており

特にローム層は銅聞岳の噴出物だそうだ。

以上の4ヶ所の断面図を作成したわけであるが，1人ではなかなか満足にできず，今後とも，

機会があるごとに，いろいろ観察していきたいと思う。

有孔虫の図
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4月29日（SUN）　快晴

－第1回　採集会（亀ケ岳）－

2年3組　　南　　　洋　子

参加者　　顧問　　佐方先生

3年　　浜川陸文

2年　　宮原康展

1年　　鮫畠　泉

コ　－ス

山本先生

平山智章

川野成子　木戸まり子　南　洋子

加世田発（8：25）～バス～大浦着（9：00）～徒歩～亀ケ丘項上着（12：40）

～昼食～出発（1：50）～牧草地（2：10）～徒歩～登山口着（3：40）～大浦発

（4：30）～バス～加世田着（5：10）

今年度最初の探集会は，新人部員の歓迎会として行なった。バスは，赤字路線のためか乗客は

少なかった。大浦でF車。全員メモ帳を持ってきていなかったためにメモ帳を買う。20円なり。

ひばりの鳴き声を頭上高く聞いて歩く。時々，目をつり上げたようなトラックなどと会うことが

なかったら，たいへん快い気分で採集したのに。やっぱり春。タツナミソウ，ヒメハギ，スイカ

ズラのように花がついていた。しかしなぜかスミレは，タチッボスミレしかなかった。その他に

ソクシンラン，マルハシャリンバイ，二ガヰ，シュンラン，トウバナ，ヰブシなどがあった。頂

上からの眺めはすばらしかった。秋目湾をはじめ昨年合宿した秋目の小学校跡が一望のもとに見

下せた。自然って美しい。造化の神様はセンスバッグンなのだ。

帰途，牧草の間の名ばかりの小径でゆるやかな斜面を下り，目的のオキナグサをさがす。ノア

ザミの花の草原を通りぬけ，90度まがったところに教本，オキナグサがみつかった。そのオキ

ナグサは，老人のぼうぼうとしたしらが頭のような集合巣が数か所で快い風にゆれていた。少し

若い者は銀色の光沢をみせていた。4月はじめなら小さいチューリップ形の暗紅色の花が下向き

にうなだれて咲いていたに違いない。この付近に，オカオグルマの黄色い花が咲いているのも珍

らしいということだった。下りは，本坊さんの重がノ1ンクして，唐仁原さんが，行き来した他は

別に何もおこらず，ホソバブタ，タマシダ，コスズメノヒ工，ホソバイヌビワ，タチシノブ，ウ

ラジロガシなどを採集した。
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6月25日（SUN）快晴

－第2回　採集会（八瀬尾）－

2年3観　　衆　　　康　子

参加者　　　　佐万先生　山本先生

3　年　本坊徳光　平山智草　木佐買彰　浜川睦文　西輝夫

2　年　宮原康展　唐仁原俊哉

南　洋子　木戸マリ子　前田明子　荒牧玲子　東康子

1年　鮫畠　泉　桧垣信之　福元絹代

コ　－ス 加世田駅発（9：10）－＜バス＞田代（9：40）－く徒歩＞一八瀬尾公園入口（10

：40）一八瀬尾の滝（12：00）－休憩（1時間）－＜徒歩＞－引き返えす（1：30）

一八瀬尾の滝（2：帥）－＜徒歩＞一八瀬尾公園入口（2：30）－＜徒歩＞－田代

（3：40）－田代（4：仰）－＜バス＞－加世田駅着（4：45）〔後出地図参照〕

太腸は早くもギラギラ照りつける日曜日。

わいわい騒ぎながら，加世田駅に生物部員集合。メンノヾ－は，先生方まで含めて17名。きゅうく

つなバスに乗りこみ，国道225号線へと出発進行。

約30分後，田代で下車。まずは，採集用具の点検。それぞれ，専門の道具を持ち，ぞろぞろと

歩き始める。今回の私は，植物班。佐方先生についてきっそく植物名を記入。始めにヒメヒオオギ

スイセン……だいだい色の花だ。アゲハが，吸蜜に来ている。ドクダミ，チシャ，テイカカヅラ，

ヤマゴボウ，ソクズどれも白い花を咲かせている。

きれいに舗装された道路の懐の土手にキツネガヤが，穂をいっぱい立てている。イタビガズラや

ノキシノブが，青々と茂っている。まだ色のつかないナツヅタの葉もある。季節にあわないぐらい

濃い葉が，目に入る。クサギだろうか，黒赤色のつぼみが，ポッポッついていた。

進むにつれて，キツネがヤの中にギシギシの徳がめだっ。オオイヌタデが，花を咲かせている。

カラスムギの穂も見える。ノブドウもつるをまいて，ノカンゾウは，つぼみをつけて，夏を待って

いる。行くうちに小さな橋を見つけた。トキワススキに囲まれて，まるで臆の中の橋だ。この橋の

名は？　「滝山橋」小さいわりにいい名前だ。橋の回りをひと調べ。アザミが，ポッポッ咲いて，

ボウポウとはえた草の中にLはふが，ちょぼらェぱあるだけ，あとは別にない。また，私は，先生

といっしェに歩き出す。みんなそれぞれ組んで先へ行ってしまった。モンシロチョウも行ってしま

った。アオスジも飛び去った。私達は，マイペースで行こうとふと足先を見ると，ヤプマオのつぼ

みにイナゴが，ピョンピョンはねまわっていた。テリハノイバラの花も白く咲いている。ワレモコ
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ウ，ネジバナの花も咲いている。ボタンヅルが，ギョウシバの中に，ぬき出ていて，その中にポ

ッポッとヒメクグのかわいい椋をもたげている。歩けば歩くほどいろんな植物が，目につく。と

ても無格好に伸びたごつい樋がみえた。「先生，あれはなんですか」ときくと，ニンジンだと聞

いてびっくり。ニンジンというと根の赤いところしかしらないなんて・‥・・・と思った。

まだまだ舗装の道路が続く。私たちが，歩いている反対側の土手に茶色のボウボウとした徳が

目についた。トダシバではないか＝・。私たちは，また，歩きはじめた。しぼふ（といってもボサ

ボサの野しぼふだけど）の中に二ワゼキショウの花が，かわいい。クサヨシもある。ナワシロイ

チゴが，赤い実をポッポッつけていた。アルバハギ，ホルトノキ，アカメがシワなどもしぼふと

ともにはえていた。ノイバラの白い花が，目にとまる。ピンクのコマツナギ，だいだい色のオ二

ユリ，それにナノハナとゆくさきさき，美しい。そんなあたりにアキノノゲシとアメリカセンダ

ンのそばにベニバナポロギクの花，ミヤコグサの花が，咲く。足元にヒメジョオンが，ポッポッ

と咲いてコモチシダもあった0ゼンマイ，ツルコウジ，タラヨウ，ヤアビワもあった。

湿った土に，たくさんのアオジアゲ六が，吸水に来ていた。早速，写真におさめた。

道路ぞいにヒノキ林があり，そのFには，クマイチゴやタラノキ，ドクダミ，ヒノヒオキスイ

センのだいだいの佗などが，はえていた。ウラジロの群落もあった。土手には，ワラビやコナラ

クリの白っぽい花や枯れたソクシンランもあった。ソバ，ゼンマイ，咲きおえてしまったニオイイ

バラ，またエビヅルやキイチゴ，スズメノヤリなどが，目についた。

道路の左側には，スギ林が続き，タケ二グサの花が，見える。どこにいるのか，ホトトギスの

声がする。土手の彰にイクチというキノコが，はえていた。土手の影とは，後方に松が並んでい

るためにできたものだ。左右対称に松とヒノキが，両がわにずっと並んでいる。そんな道を進ん

で10時40分に，やっと八瀬尾公園入日という立て札のついた横道に入った。広々とした舗装

の道から，こんもりと木の茂った細めで，でこぼこの道を歩いていった。

道は，上り坂が，ゆるやかに続いている。まず目についたのは，人家の垣根のところにアキノ

タムラソウやカエデドコロなどはえていること。また垣嶺の影のところには，シノブやヒメバラ

イチゴなど目についた。山だからなのか，木が，こんもりと茂っていて，その間を水が，ちょろ

ちェろと流れている。そのため，シダ類に絶好の場所である。（シダ類だけではないだろうけど

‥・）アマクサシダ，ゲジゲジシダなど，ちょっと変わったシダが，ごくあたりまえのように群生

している。今までとうってかわって，ずいぶん涼しいので，どんどんみんな歩いていった。地形

が，変わったのでちがう植物が，たくさん目につく。ハナ二がナ，コアカソ，オトギリソウ，ム

カゴソウ，土手には，ラン，またハゼの木やカンコノキなどが茂り，テイカかゾラやエビヅルが

色ぞえしている。オオバコもある。のびきってしまったミツバには白い花が，ボソポソと咲いて

いた。他にニガキやクマノミズキなど，ふだんちょっとみられないものが，わりとたくさんある。

兵赤なホウワイイチゴの実が，初夏の若葉にあざやかにはえていた。また，「夏だなあ」と思わ

せるツユクサが，ここでは早くも青い花をつけていた。そして，木かけも終ろうとするところに

ヤマコンニャクイモが，群がっていた。
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時はたち私達の頭上には太陽がサンサンとふりそそぐ。そんな中に，ネコノチチ，コバンノヰ，

スイカズラなど広々と葉がしげっていた。ヌルデ，ネジバナなどを採集していくと，また橋があ

った。前より少し大きい。石河路橋と記きれている。この橋を渡ってあたりの影でひと休み，ヤ

マジノギクなどが，目についた。数分してまた歩き始めた。まず，ネコノチチ，つづいて，マル

ハウツギ，遠くにオンツツジとめあたらしい。また，キツネがヤ，キツネボタンの花が初夏を飾

る。道の右凪には，ツゲノキが2mおき位に1本の割合で約100mぐらいの並木を作って植え

られている。そしてその木と木の間にコンニャクが群がっていた。湿気が多いらしくて，アオス

ジアゲハなどが，吸水にきていた。並木が終ると，タケ二グサの徳が高くぬきんでていた。一方

土手にはイタチがヤとか，ダイコンソウ，ミズヒキなどがはえておりイヌザンショウの香りが，

とてもよく，ウマノミツバがここでも花を開いていた。歩いて行くと，マテバシイの実が落ちて

いた。カニクサという名のシダやアカネ，サネカズラ，タこワタリノキと採集して行くうちに，

右手目前にとても大きな葉が，青々と茂っている三本ほどのアプラギリを見つけた。そして，木

戸さん，南さん，それに私の三人で，そのアブラギリをバックに写責をパチリ。時計は，もはや

12時10分前をさしていた。「もうすぐだ」と少々パテギミの足を運んで行くとムラサキ二が

ナとエゴノキが見えた。イチイがシ，クブノキ，カラスザンショウと採集が，半分いやになりか

けたころ木グミの実を見つけた。そんなとき，すぐそこにあるかのように滝の落ちる音が，とて

もはっきり聞こえてきたので，急に私は元気になって走り出していた。12時ジャスト，八瀬尾

の滝を私たちは，目前にしていた。

早くついていたメンバーが，水遊びをしていたので，私もすぐさまジーパンのすそをおりまげ

て，足をつけた。ヒンヤリとして，疲れた足に気持ちよかった。顔を洗ったりしてから，イチャ

クソウやナチシダ，モロコシなどが，はえているところに，どっかりとすわりこんだ。みんな，

落ちついたので，滝の由来を記した記念碑の前あたりでそろって昼の弁当を開いた。ワイワイガ

ヤガヤと1時間してみんなで写真をとってからもっと奥へ行こうと歩き始めた。ヤブムラサキ，

アオモジ，コマツヨイグサの花，コウジツギの紫の花が美しい。5分ほど歩いたが，急な坂のと

ころで引き返し，30分はど滝のあたりを調べる。ハマクサギやマツカゼソウ，オカトラノオ，

キカラスウリの花，ナギ，コバンモチなど採集した。山くずれした裸地にヤクシソウやニバチポ

ロギク，タケこグサの小さい苗の群生なども見つけた。また，時期はずれのツワプキの花が，あ

ったのだが少し変わっていたので私の手記には「変体」と記されてしまった。他に兵赤なキノコ

もあった。直径が10（江nほどでとびぬけて色がはえていた。

1時30分，奥へ行ったメンバーが帰って来た。イシガケチョウをとったといってよろこんで

いた。私たちは，午前中，トポトポと植物を採集しながら歩いた道を急ぎ引き返えし歩きはじめ

た。3時過ぎには，歩きおえて田代の停留所へついた。土手にすわりこみをしたりしてバスを待

った。来る時，軽かった胴らんは，採集した植物でいっぱいになってはみ出したりするほどだっ

た。バスに乗りこむと客のおばさんたらにじろじろ見られたけれど，植物採集をやったんだとい

う気持ちと疲れで少しも気にならなかった。みんなぐったりと座席についた。
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今回の道のりは，楽な方だった。滝の流れる音や葉のこんもりと茂ったすずしい通，貞赤なキ

ノコなどを思い出して「今度，車でこようかな（八瀬尾の滝まで車で行ける）」などと考えるう

ちにうつらうつらとしはじめ，いつしかわたしは眠ってしまった。

加世田の停留所には，もう夕日がいっぱいさしていた。

〔昆虫班の記録〕

入部して初めての採集会であったし，天気も絶好の採集日よりで，心がおどるような一日であ

った。田代でバスを降りてからずっと先輩方にチョウのことなど，いろいろ聞きながら採集をし

た。途中のサツマイモの廟などずっと佃がつづいたが，見られるチョウは，モンシロチョウ，ア

オスウラナミジャノメなど他のチョウも多数見られるようになった。また八瀬尾についてからは

アサギマダラヤイシガケチョウなど目撃できた。

＜採集及び目撃したチョウ＞

0モンシロチョウ　　　　　　0ヰチョウ　　　　　　○スジグロシロチョウ　十

〇ウラナミジャノメ　　　　0ムラサキシジミ　　2wi t．　　0ヤマトシジミ　1wit

Oサミマシジミ　　　　0コミスジ　　　　○イチモンジチョウ　2wi t

Oアカタテハ　2lVit oツマグロヒョウモン　　（ちがはとんど）

0イシガケチョウ　1tⅦ11，2wi t oアサギマダラ　1l・011，1wit

Oアオスジアゲハ　　　　eクロアゲハ　　　　○アゲハ　　　　　○キマダラセセリ　　2C（一11
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－八瀬尾（川辺町）シダ採集記－

1年　福　元　絹　代

6月25日（日）生物部の部員の方々，それに佐万先生，山本先生と八瀬尾の滝に植物採集に

加えていただき御一緒しました坑　とても楽しい1日でした。バスを降りてまず目についたもの

は，コシダ（ウラジロ科）です。これは普通，私達が日常の生活の中でよく見かけるものですが

これと並んでしばらく行くと，これもまた私達につながりの深いウラジロ（ウラジロ科）を見か

けました。左手の方には杉山があり大きな杉がすくすく育っていました。八瀬尾公園入口と書い

てある所で一休み，それから八瀬尾には入ったとたんに目についたものはミツデウラボシ（ウラ

ボシ科）らしい値物です。おうど色をした山の斜面にはびこっている邪魔になる植物をちょっと

おし分けてみると，黒味を帯びた緑の薄い葉の東に円形の子のう群がきちんと二列に並んでいま

す。まざれもなくミツデウラボシです。全長10～15ぐ皿位，大きいものになると30～35

cInもありますがここにはありませんでした。これは日当りが感いためだと思います。それから

2～3分のうちには，ゼンマイ（ゼンマイ科）とゲジジシダ（オシダ科）を見つけました。しか

し，私は初めはゼンマイだと気づかず磯問山で見つけたりリュウビンタイ（tjユウビンタイ科）

の若いものかと思っていたら，佐方先生がゼンマイだと教えて下さいました。なるほどよく見る

とリュウビンタイより葉は薄く，色も少しちがうし，また丸味を帯びている。またリュウビンタ

イは平行脈であるのに対し，これは網目状である。

それからしばらく行くと，日当りのよい道端沿いに黒色に近い紫やこげ茶色をした葉柄をもつ

ホシダ（オシダ科）が群をなして連なっていました。

柔らかな陽ざLに包まれながら，ゆっくり歩いていきました；すると左側の道端に少し変わった

ものを見つけました。茎が2つに分岐していて普通は1つなのですが，双頭なのです。葉を見て

見るとホシダであることがわかりました。そしてその近くでこのような奇形を2つくらい見つけ

ました。南さんや，束さんたらは佐方先生について植物名をメモ帳は記入したり，質問をしたり

してとてもにぎやかにやっているようでした。行く所，行く所，ホシダやコシダが群をなして生

えています。その他，日陰の岩の上に比較的大きなヒトツバや，ゼンマイがありました。

こうして，12時近くになって八瀬尾の滝のある所に着きました。ザザーッと，涼しそうな昔

をたてながら，しぶきが空中に飛び散る様はさながら〝水しぶきの舞〝です。美白に冷たく，そ

して何ともいえないすがすがしさを感じさせます。そんな中で楽しい昼食をとりました。そして

そこで今まで見たこともない，とてもきれいなシダを採集しました。佐方先生が，これはヒノキ

シダ（チャセンシダ科）とLJぅシダだと教えて下さいました。私は，葉がとてもよくヒノキに似

ているので，そういう名前がつけられたのだろうと思いました。へん平で、黒緑色に近い線で，

光沢があって，そう，ちょうどあのヒノキの葉に，みずみずしさと，光沢とを加えたものを想像

していただければ大体の感じはつかめるのじゃないかと思います。これを採集してから，しばら
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く休みました。それから水辺に大きな葉を広げているナチシダを採集しました。

それからまた，上の方へ登り始めました。そこからは，シノブや，オリヅルシダや，その他今

までにあったようなものでした。みんな途中まで行くとひき返して来たので私もおりました。帰

る途中で，カキランという草を見つけました。葉はユリ科の植物にとてもよく似ています。うす

いオレンジ色の小さい花びらを，先の方につけていました。行くときは見つけられなかったのに

こんなものがあったなんて，と，とっても嬉しくなりました。そして杉の木が植えてある薄暗い

所で大きなタイワンユモチシダ（シシガシラ科）を見つけました。菓身は1m位，あるいはそれ

以上あるように思われました。

こうして生物部の万々と，楽しくすごしました。私にとっては新しい発見をした1日でした。

採集したシダ植物

うらぼし料

0ヌカポシクリハラン　○ヤリノホクリハラン　○ホシダ　0ワラビ　0ナチシダ

おしだ科

○オキナワコクモウクジャク　0へラシダ　○　ミヤジマシダ　○オリズルシダ

ちゃせんしだ科

0ヒノキシダ　0コモチシダ

○　飼料のアオキ（写貞1）

アオキの葉は冬季午の飼料として恰好なものだとはあちこちで聞いていた。今日のあたりアオキ

刈りから帰路についている二人のおばさんの背中の荷を見て成るほどと思った。感心したまま通

り過ぎたが，待てよ，これは記録写真に残すべきだと思いつき，山本先生に追いかけて写して貰

ったのがこれである。前左方にはも一人のおばさんの背中のアオキの一部が見える。この附近に

はカンラン（寒蘭）探りの人とも遭ったと，そのおばさん達は話してくれた。（1972年12月17

日）

○　オキナグサ（写真2）

1972年4月第一回採集会の時亀ケ丘の草原で写したこの革は随分変った花である。アネモネに

近い種類で，内面暗紫色の半銅の花は半感状で下向きに咲くので人目をひく。オネコ，オネコ，

ナシケ，クブナヤスカ，サンカデヨ、サンカナラ，ヒヲヌクメ・‥＝…・などのざれうたも伝わって

いる（川辺高校芝原等先生にきく）。オネコはオキナグサの方言。「お前はなぜ首をうなだれて

いるのか」「寒いからよ」「寒いなら火にあたれよ」………お年寄りにきいたら，これに類する

うたを覚えておられるかも知れない。やがて花びら（実はがク）が落ちたらシャンとした白髪の

翁の姿となるのも面白い。
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野間岳調査会（第三回，採集会）

2年　　南　　　洋　子

期　日　1972年8月11日～13日

参加者　顧問　佐方，山本両先生

3年　本坊徳光　木佐買彰　浜川睦文　平山智草

2年　唐仁原俊哉　宮原康展　南　洋子　東　康子　安富朱実　前田明子

1年　鮫島　泉　市来勝一郎

特別参加者　松山橋久先生（吹上高，本校卒）他2名，佐方功幸（本校卒）

8月11日　　今日から2泊3日の生物部合宿が始まるのだ。宿泊地は，野間神社境内でその

使用許可は既に得ている。皆元気で学校に勢揃いする。今年は山本先生が免許をとられたので，

荷物は先生の車で運んでいただくことになった。出発まぎわになって車のキーをトランクに入れ

たまま閉じてしまったことがわかり，一同気をもんだ椿事もあった。そのため我々バス利用者は

軸足で加世田駅まで，辛うじて8時40分発野間池行バス．に乗りこむことができた。約40分後

小浦で下車，採集しながら川沿いに歩いた。椎木につくと登山口の標示があった。そこの店でき

くと神社まで1時間位という。元気を出してのぼりはじめる。部落をはなれるとだらだら坂で人

家はない。採集しながら樫木山部落についた頃，食糧補充のため，私と東さんが先の店まで引き

返さなければならなくなった。この時，たまたま下ってきた通りがかりの車に便乗できて助かっ

た。太腸国体の聖火の‾1つがこの野間岳から出発するのでその打合わせに来た車であった。椎木

で食糧調達後急いで先発隊を追いかけた。採集しながらのだらだら坂の礫の道は意外に時間がか

かった。店できいた時間の倍以上もかかって漸く野間神社についた。山本先生は先着荷物を整理

しておられた。はじめて見る野間神社は廃墟という感じであった。境内は上も下も草が茂ってい

た。石段が二つある。下の石段をのぼった所が社務所？のある下の境内，ここの草を適当に刈払

ったり折り敷いたりして2張りのテントが立った。カマドはこの石段の登り口近い所に，大分は

なれた所に，ショウペンノキの枝葉で囲んだトイレも完成した。水は4～500米下った湧水，

少し不便だが水量は十分だ。カマドの前には，もえる木，もえない木が集まった。折り焚く柴の

夕煙に涙流してカレーを作る。腹もよかったが味もよかった。

8月12日　　朝7時頃起床。　神社後から頂上までの植物，蝶，クモなどの調査を目的に，

朝食後まず先発隊が出発しだ。我々女性群は，平山さんと本坊さんらと昼食の準備のため，遅れ

て後を追った。不案内の道で不安ではあったが，とに角頂上に辿りついた。頂上はいくつかの大

きな岩塊で足場はせまく，四方が自由に眺望できるとはいえなかったが，西方に突き出た岬，は

るかに望む乗支部海の水平線はすばらしかった。地球は丸い！こんな実感であった。岩塊の闇に
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或は高く或は低く障どって昼食。　食後それぞれ分担して採集調査をした。頂上での感激を胸に

おさめて一目散にかけ下った。こんどは迷うことはなかった。キャンプ地から一足先に帰るとい

う安富さんをのせた山本先生の車で椎木まで買い出しに下る。夕食のおかずは、山本先生に手伝

っていただいたサツマ汁。夜は，トランプ，花札，雑談ですごした。

8月13日　朝の味噌汁にうっかりダシを買い忘れてきたことに気づいた。仕方がない。しか

しダシ抜きの汁の味もまたオツなものだった。キャンプをしたおかげでこのことがわかった。今

日は湧水付近道路拡張のため伐り開いた斜面裸地の植生など調べた。椎木に下ってから，川を渡

って植物化石を採集したけれども保存がわるく十分な成果は見られなかった。時間に余裕もなか

ったので再来を崩して小浦のバス停まで急いだ。

植物班の記録

社叢中には，20m近いスギが高くそびえ，イタジィ，アカがシ，タブ，クスノキなどの高木

が目立っていて，低木にヤツデ，バクサンボク，シャシャンボ（以上常緑），イヌビワ，キブシ，

オオムラサキシキブ，マルハウツギ，クサギ（以上落葉樹）などが見られる。コクテンギ，ヒサ

カも　ネムノキなどは果実をつけているが花のあるのはオオムラサキシキブ位である。社前に．

ソテツ，タチバナ，アジサイが植えられている。

○カワリバリュウビンタイ（7訂主4）

1972年11月3日，　磯間山で本校山本英司先生が採集された葉変りのリュウビンタイ。葉は

草羽状複生より二回羽状複生への移行を示し，側羽片の下部はいくらかの小羽片に分れている。

項羽片は殊にこの傾向が著しい。いずれも裸葉である。幼株から成株への移行型であるのかも知

れないから今後威察を続けたいこ

○エノコログサで作ったイヌコロ（′写貞6）

エノコログサは，普通に見られる路傍や畑地の雑草で数種が区別される。写貢のものは，キンエ

ノコロで，花序にある刷毛は黄色で，1小樽下に数本東になっている。引きぬいた4本の穂で，

こんなイヌコロを作って遊んだものだと本佼の城森先生が見本を作ってくださった。田舎の子供

達は，昔からよく自然物から玩具を作って遊んだのであろうが，今はこんな遊びもすたれていく

ようだ。
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＜蝶の記録＞

8月11日　野間神社までの登山道中目撃及び採集したチョウ

●ナミアゲハ…・‥…　＃　coll

．クロアゲハ‥・……　11　coll

・ナガサキアゲハ‥・＋・…・・2　coll

・モンキアグハ・…・・＋・‥…l coll

・アオスジアグハ…　十十

・ツマグロヒヲケモン…ヰ＋

・キチョウ‥・‥‥‥・・・‥・甘　coll

・モンシロキチョウ‥・丑　coll

・コミスジ‥‥…‥…：‥十十　　coll

・イチモンジチョウ‥・＋　　　coll

・スミナガシ…………＋　　　coll

・サツマシジト・・‥・＝・十十　　coll

・ムラサキシジミ‥…・＋←　coll

道中ヰチョウが多数いたが，神社に近づくにつれて少なくなった。神社付近は，スミナガシが

多数見られた。椎木から神社までの間でジャコウアゲハが1頭も発見できなかった。

8月12日

いよいよ本日は野間岳登山であったが，朝7時ごろ神社から，水のみ瘍付近までを歩いてみた。

太陽は出ていたが，朝もやがかかって，爽快な山の気分を味わえた。神社から，4・50mはな

れた所で，スミナガシを3頭発見した。きのうの夕ぐれにも教頭いたが同じ場所で，ある木のし

ろを吸っていた。またいっしょにクロヒカゲも吸水していた。

神社付近　午前7時～8時ごろまで　目撃

．スミナガシ　　　・ルリタテハ

．クロヒカゲ　　　・アサギマダラ

登山は，チョウ班が先に登った。途中はずっと山の中であったので，クロコノマチョウを1頭

目撃しただけで，全然いなかった。木を切ったあとの切れ目から，遠くを見たが，アゲハを教頭

みただけで他のチョウは見られなかった。やがて半分ほど登ったところで，木佐貫・浜川南先輩

が登ってこられた。チョウについての知識不足など不安もあったが，先輩方の参加で力強くなっ

た。山頂には，メスアカムラサヰや，リュウキュウムラサキなど迷蝶がいるということで，ピッ

チを上げて上った。山頂では，下記のチョウを目撃採集した。中でも最大の収獲は，山本先生が

メスアカムラサキを採集されたことであった。

山頂での目撃及び採集蝶

．キアゲハ

・ナミアゲハ

・アオスジアゲハ

●　モンキアグハ

●クロアゲハ

・アサギマダラ

♯　coll・ツマグロヒョウモン　谷だけ＃coll

十　coll　・イチモンジチョウ　　　＋

江　coll・アカタテハ　　　　＋　　　coll

＋十　coll　・ヒメアカタテハ　　　」十

十　cll　で完スiヵムうサi＿＿J2頭wit　♀1C。Il

瑞　coll・ヒメウラナミジャノメ　十

・ダイ　ミョウセセリ　　　　　coll　・ヒメジャノメ　　　　　　＋

・ウラナミシジミ　　　　　＋　　　　　　col1
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昼食をとって植物の調査をしたのら，ちェうど登山道を登りきったところで，十分間に集まる

チョウの記録をとってみた。

範囲………木を切ったあとのひらけだ所　10m平方

時間ト……・PM2：00　～　2：10の間10分間だけ

方法………木佐貫，浜川両先輩と私の三人で，目撃した蝶を数える。

・アオスジアゲハ　　　5　頭　　　　　　・イチモンジチョウ　　　　1頭

・モンヰアゲハ　　　　2　頭　　　　　　・ウラナミシジミ　　　　　　3　頭

・ツマグロヒョウモン　4　頭　　　　　　・ヒメウラナミジャノメ　　1頗

以上6種計16頭のチョウが飛来した。なるべく重複しないようにしたので，すべてべつべつ

のチョウである。観察していて気付いたことは，ツマグロヒョウモンが，吉だけ飛来したという

ことと，なわぼり争いが強いということであった。特にツマグロヒョウモンは強かった。

ウラナミシジミは交尾中であった。なお，ウラナミシジミ，ヒメウラナミジャノメ，ツマグロ

ヒョウモン1頭は，いつも同じ場所にいて，この威察範囲から出て行かなかった。

8月13日

きょうは，下山する予定だったので，午前中に神社付近と，水のみ腸の泉附近をもう1回観察

して回った。太腸がギラギラと輝き暑った。きのうスミナガシがいた所には，アサギマダラとル

リタテハがいたが，暑かったせいか，クロヒカゲ，スミナガシは出てきていなかった。

泉附近は，アオスジアゲハが数頭飛来していた。またツマグロヒョウモンの♀が1頭自分のなわ

ぼりらしく，附近をずっと飛び回っていた。

下山途中は，登山の日と同じくキチョウが多数みられた。なお，樫木の所の谷川でウラギンシ

ジミを1頗採集した。
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8月25日（SUN）晴

－第4回　川辺町禿どん山採集記　－

2年3組　　南　　　洋　子

参加者　佐方先生　山本先生，元山先生

2年　唐仁原俊哉　　東　康子　　南　洋子

1年　鮫畠　泉

コース　加世田～知覧～厚地一松山～禿どん山～加世田

〔植物班の記録〕

茹るような暑さの中で，補講に，クラブに汗を流していたとある日曜日。今日は頭を冷やすた

めに蛇紋岩地域の採集会に加わることにした。先生の講によると車で行けるということだったの

で，軽い気持ちで行ったのだが‥…・。歩き始めた時からショックだった。ススキケ原の中をおし

わけて小径を登る。すると体長3～4cm　もある変わった幼虫がたくさんコウゾの葉にぶら下っ

ていた。道は狭くて石がでこぼこでおまけにすべるので前に進みたくもなかった。気をとり直し

て進んでゆくと，こんどは胸をつくばかりの急な坂をあえぎながら登る。と，再びススキケ原に

なる。ここを通りぬけて木立の間をぬって進めば前方は開けて大小の岩石が禿山をつくっていた。

これが蛇紋岩だった。たいへんきれいな岩石である。山本先生に聞くと次のようなことであった。

蛇紋岩は地殻深部を構成している超塩基性岩が変質したもので蛇紋石や滑石が主とした組成鉱物

である。一般にふか緑から緑をなし，淡緑色の部分は滑石が多くできているところである。深成

岩に近いような岩石が地表に出ているということは，付近に大きな断層などがあり，この構造運

動に伴って上昇してきたのだろう。そこで，植物の採集もした。伐採されていたので背の低い幼

木や苗木のようなものしかなかった。イスノも　ネムノキ，カンコノキ，サンショウ，ヒメユズ

リハ，クロガネモチ，アオモジ，コンテリギ，タブノヰ，モッコク，ヤブムラサキ，オンツツジ，

ヤブニッケイ，カクレミノ，などがあった。草花などには，ササクサ，フモトスミレ，ヒトツバ，

サネカズう，タツナミソウ，ススキ，キイチゴなどがあった。そこで昼食。あまりにも太陽が輝

きすぎて皆のどが渇き，携帯した飲料水では足りなくなった。山水をくみ飲む。水があんなにお

いしいとは思わなかった。皆それぞれ気に入った色や形の岩石を採取して下山する。途中唐仁原

君のナップサックが破れる。岩石って重いんですよ。山本先生は，大きなのを1つ持ってサッサ

と下りてしまい，元山先生は，あの細い身体に反比例した量を持っていた。上りと同じコースを

下る。皆何ごともなく元気（？）でしたが，再びここに来る人といえば，山本先生ぐらいのもの

でしょう。とにかく疲れました。そして，元山先生には，感服しました。さすが　。

ー41－



〔昆虫班の記録〕

2年4租　　唐仁原　俊哉

きェうは出発の時は絶好の採集‖よりであった。蛇紋岩発見が目的で知覧まで行ったのだった

が山登りの時はいつも採集道具を忘れずに持っていくようにしていたので，いつものようにネッ

トを振り回しながら登った。きょうは目的地をだれも知らなかったので，みんな付近を注意深く

観察しながら日的となるらしい所を目ざした。途中杉林の中を通る時クロコノマチョウを多数目

撃採集した。杉林を過ぎて［l」を伐採したあとのススキやチガヤなどのおい茂っている所で，コウ

ゾの葉に多数のガの幼虫を見つけた。人が付近を通ると，体を大きくゆきぶりながら，人間に対

する嫌悪の情を多分に見せつけているようで，木をゆするとボトボトと音をたてるように，つぎ

つぎと落ちて行った。やがて山項に出て尾根づたいに行く。途中アゲハ，ツマグロヒョウモンが

多数見られた。思ったより簡単に蛇紋岩を見つけることができた。目的地で昼食を食べる時，ム

ラサキツバメが一成我々のまわりを飛び回っていた。また八瀬尾側の谷に水くみに下った時，ル

リタテハを目撃，約20分ぐらい追いかけたが採集できなかった。帰りは大きな石をかかえなが

らもと来た道を帰った。来る時クロコノマチョウを採集した杉林の中でイシガケチョウを2頭目

撃，しかしここでもネットを振り回しながら数分胤追いかけたが，どうしてもとれなかった。残

念な気がしてならない。空模様も悪くなったので，みんないそいで下った。林道の水たまりには

アゲハ，アオスジアゲハ，モンキアゲハが教頭吸水をしていた。

本日の目撃及び採集した蝶

採集

0クロコノマチョウ　　○ツマグロ　ヒョウモン　　○アゲ′＼　○キチョウ　　○モンシロチョウ

○アオスジアゲハ　　　○クロアゲハ

目撃

上記採集以外に

0ルリタテハ　　0イシガケチョウ　　○ジャコウアゲハ　0モンヰアゲハ　0キアゲハ

○ムラサヰシジミ　　○ムラサキツバメ　　○サツマシジミ　　0ダイ　ミ　ョウセセリ　　○コミスジ
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10月22日（SUN）くもり

－第5回　採集記（金峰山）－

2年3組　　南　　　洋　子

参加者　佐方先生，山本先生

2年　　南　　　洋　子

1年　　市　来　勝一郎

コース　加世田～大靡～金峰山～琴阪～加世田

てこ　　　　　‾－；・二

本目はまったくの患天候。「こんな日に山登りなどできるものか」という声を背にうけながら

とぼとぼと駅に向かった。着いてみると，あの声のとおりに参加者は少なかった。いや少ないな

んてものじゃない4人だったもの。おまけに私が，いえ，鹿児島交通加世田支社のおじさまが．

時刻表（もちろんバスの）を間違えて……。ショック。結果として先生の車で行きました。昨年

とは違い，林道みたいな所を8台目ぐらいまで車で登る。そこは，大分開けた所（場所はわから

ない）で，はるか向こうに東シナ海の青い海。吹上浜の白い砂浜，うちよせる白い波，そして手

前に広がる田園風景。それらが一望にみわたせました。ずっとそこに立っていたい気分だったけ

ど，採集会だったし，風が強くて心の中まで木枯がふきぬけるようだったのであきらめて出発。

雨が前日降っていたせいか，道はたいへん感かった。でも，木が高いせいか，私の背が低いせい

か，風はふいてこなかった。この日は，人数が少なすぎたので神社の付近を重点的に調べた。な

かでも多かったのは，サザンカ，アオキ，キジョランで安売りしているみたいだった。赤い実を

つけたモッコク，黒実をつけたヤプニッケイ，若色栗のヤブミヲウガ，黄色い葉をつけたイヌビ

ワ，その他にトウゲシバ，エビネ，シログモ，ハエドクソウ，ハマ二ンドゥがあった。竹田神社

で見なれているシイの大木もあった。シュスランの種もあった。そしてメクラグモの大群もいた。

頂上に行こうとした時，鮫島君と相星君が登ってきた。合流して頂上へ。記念撮影の後，頂上付

近の値物を調べる。ヒサカも　ユズリハ，モッコク，バクサンボク，マメツタ，ササクサ，シャ

シャンポ，赤い実をつけたコクテンギ，黄色の花をつけたツワブも　そして木の幹がねじれてい

るネジキ，などがあった。放鳥君達と別れて車の中で昼食をとる。後，車をおりて風にふかれな

がらの採集，キプシ，カラスザンショウ，エゴノ与，ネムノキ，ボタンヅル，シロダモ，ヤマザ

クラ，ヤブッバも　カンコノキ，タケ二グサ，花をつけたヒメアザミ，カナクギノヰ，赤い茎の

ユズリハ，青い実をつけたトベラ，ハダカホウヅキは赤く，イガホウヅキは帯緑色の果実をつけ

ている。紫の実をつけたムノラサキシキプやムラサヰセンブリの花などを採集して帰路につく。4

時頃加世田着。カゼはひいたし，くつはドロだらけになったが，また違った経験ができた。
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12月17日　日曜日（くもり～晴れ）

－第る回　八重山採集記（薩摩郡入来町）－
2年　　南　　　洋　子

コース　加世田　～伊集院一都山一梨木野一雪元1八重山

参加者　佐方先生，山本先生

前田明子，南　洋子

空は青く澄みわたり，白い雲が高くなびき，とても冬の日とは思えないくらいに晴れあがった

今日。佐方先生と山本先生そして私達4人は，ここ八重山にやって来た。所々木もれ日のさすこ

の山は，いわゆる頂上というものがないような連山になっている。まず，遠くに桜島を見ての記

念写真を擬す。さて，ここに到着するまでの過程は次のとおりである。加世田を出発した私達は

途中伊集院・郡山を経て雪元を通過したが，入来峠に出るために進路を変えることにした。梨木

野まできて珍らしいものを見た。それは，脱穀のすんだ藁を，中央に1本の高い竹を鰍こしてそ

え木をし，台を作ってその上に積み重ねているものだった。そして，この作り方はこのあたりで

も部落によって違うらしく，台を作らずに積み重ねてある所や，津貫などで見られるように家の

形に積み重ねている所もあった。これは，母に釦、たところによると，田植えをする前に積み重

ねておいたのを小さく切って肥料にするために作っているのだそうだ。ここでシロダモを採集す。

最初である。それからUターンして束雪元へ向かう。そこから本格的に採集を始める。常緑樹の

ツパも　赤い実をつけたサネカズラ，フウトウカズラ，青い実をつけたアオツゾラフジなどであ

る。そこで，この土地の人が畑仕事をしていたので，早速採集した植物の俗名を聞く。するとサ

ネカヅラはヒネカズラといい，シャンプーのかわりに使うと髪につやが出てくるのだそうだ。以

前砂で髪を洗う話は聞いた事があるが，革で洗うのは初めて聞いた。昔の人は，たいした発見家

である。それからの道は左右雑木林のようだった。カシの木やハゼ，ゴンズィ，イヌビワ，それ

に赤い実をつけたマユミもあった。値物には，キジョランや山オモトなどもあった。また，畑仕

事をしている人に，この周辺での檀物の方言を聞いてみた。するとクロガネはクロヰというのだ

そうだ。さらに進んで八重山登山口へ急ぐ。山道のせいか凹凸がひどかった。登山口からは徒歩

で頂上らしきところへ登る。道端に土の中にかくれていて，つつくと胞子をふくッチガキというか

わった植物があった。雑木林の中には，ゴンズィ，ネジキ，トベラなどがあった。植栽された杉

の中には，ツチトリモチ，ムサシアブミ，ツルリンドウ，エビネ，またオオノバナワラビ，アケ

ポノソウ，ヤマオモト，トウゲヒバの群落などがあった。

ここまで来る途中に，牛の飼料にするというアオキの葉をたくさん背負っているおばさん二人

と会った。（このようすは，写真を見て下さい）よくこれだけ背負えると思う位であった。日本
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女性は強い！12時過ぎ，サザンカの白い花を前に昼食す。昼食後奥の方へ採集にゆく。ここ

で，悪臭とも言うべき臭をはなつ植物を採集す。アケボノソウだ。

帰路珍らしい木の実を採る。峠を下る途中。小学校の先生だという＋家が化石を採取している

のに出会う。山本先生が大喜びで探したけれど，結局見つからなかった。残念。入来温泉を通り

スプライトを飲みながら帰路につく。途中は車の中で寝ていたたの何も覚えていない。

1月21日（疇）

第7回　池田～池底採集記

参加者　　佐万先生　山本先生

2年　　安富朱実　弥勒菜徳子

2年3組　弥勒菜徳子

加世田を出発して，山本先生の車で川辺大橋から右折して，青戸に向かってからは道は聞き，

聞き車を進めていった。ときおり梅の満開が見られ春のような感じがした。

10時10分，青戸小前，これより畑にだいこんが干しているのが見られ，冬の乾燥しきった

青空に，よくマッチしており私たちの目をたのしませてくれた。

別府にはいると，黄色い菜の花畑が，まず目についた。青戸のあたりよりだいこん畑が多くな

り，やはり山川溝の本場であるからだろうかと思わずにはいられないほどであった。

途中，両先生が，かもの羽を見つけられ，およそ長さは，20cmぐらいであり，コがモかカ

ルガモかと思われる。

池底近くにくるとやはり暖かいのか，山あいの段々畑にれんげ草が咲いており，私たちをびっ

くりさせた。池田の手前，1kmぐらいの山あいで，車をとめて付辺を採集してみた。車の申か

らでは頒像されそうもない，暗くて深い谷底が草木におおわれで見えない所にあり，おそらくそ

こはリョウビンタイの密生地であろうと，佐方先生はいわれたが，写真にとれず，残念そうであ

った。そこには，ムラサキシヰブの紫色のまるい実はハダカホヅキの赤い実などがあり，色彩感

豊かであった。鳥越トンネルをくぐって曲折した山道を下ると，やがて池田湖が眼下に見える。

道路の左価にクスドイゲの木があり，佐万先生の請によると，幹の下方にとげのあるとのことで

した。山本先生が，確認のため行ったところ，たしかにあったそうだ。道の反対側にみかんの木

があり，黄色い実がたくさんついていた。指宿スカイラインの料金所のところを曲り，車は池底

をめざして進んだ。

小学校の3～4年生境であろうか，女の子たちがやってくるのとぶつかり，池底への道を聞い
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て，池田朝を右に見おろす道を蔓ってゆくと，車のかずも少なくなり，道幅も狭くなった。途中

耕運機とはち合わせしそうになり，私たちは車を降りて後退した。このときわかったのだが，日

ごろ私たちに，前の方の運転には絶対の自信があるといわれていた山本先生も，さすがにこのと

きばかりはまいったようである。

池崎の手前1kmぐらいでまたもや耕運機と出会ってしまい，その場所にとどまることにした。

そこには，ちょうどペンペン章があり，ひょっとすると，ヤリ型もあるのではないかときがして

みたが，むだであった。途中で道が分かれており，1人が左の方がよいのではないかと提案した

ため，左の方進んでみるとそこは指宿方面の道であった。ひき返して大きな坂を登り，下ってま

た登るとそこが地底であった。たいへん静かで自動車の音もきこえず世間から孤立しているので

はないかと思われた。下の田んぼの万へ降りて昼食をとった。食後一軒の農家を訪ねて土地のこ

とを聞いた。しかし期待していたものが十分得られず，2時30銑　池底を出発し加世田へ向う。
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園芸メモ（1972年4月～1973年3月）

1年　　　鮫　島　　　泉

カーネーションの定植

ワスレナグす，デージー

ペチュニアの定植

苗床作り，球根集め

フリージアの球根貯蔵

サルビア，紅撫子，千日紅

マリーゴールド，中輪百日輩の

種まき

〔5月〕

2日

3日

12日

13日

イヌザンショウ，サンショウ

オキナグサ，キキョウラン

イワヒバの定植

千日紅，ツクバネアサガオ

コリウスの種まき

チューリップの球根の採取

ハナビシソウの抜き取り

15日　　　ハナビシソウ，キンセンカの

抜き取り

16日

20日

27日

31日

〔6月〕

3日　マリーゴールド，コスモスの定植

6日　マリーゴールドの移植

トウモロコシ（黒色，ブラックメヰ

シカン）4号花園

9日　千日紅，百日草，マリーゴールド

オシロイバナの定植

10日　マリーゴールド，千日紅，アサガオ

オシロイバナの定植

13日　コスモスの定植

補植用トウモロコシ（鉢植え）

8本発芽

16日　千日紅の定植

17日　実験用トウモロコシ10本定植

19日　肥料まき

20日　ツクバネアサガオの定植

21日　サルビアの定植，除草

23日　除草，申耕

24日　中耕

26日　コリウス，コスモスの定植

ホウセンカの定植

グピジンソウ，レナンヰユラスの〔7月〕

抜き取り　　　　　　　　　　　　　　　　8日

マリーゴールド，サルビアの苗の　14日

購入

アサガオ，マリーゴールドの種ま

き

トウモロコシ（ノ長品230白色在

来）まく（4号花園）

ホウセンカの定植

アサガオの鉢植え

18日

21日

トウモロコシに肥料を与える

トウモロコシ（白色）6本出穂

トウモロコシ（黒色）10本出穂

コリウスの定植

トウモ占コシ（白色）の穂を3本

抜く（♀は出ていない）

トウモロコシ台風のため5本おれる

22日　サルビアの定植（国体用300本）
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24日

26日

27日

29日

〔9月〕

5日

9日

月末

〔10月〕

28日

30日

〔11月〕

2日

4日

トウモロコシ（白色♀）4本

（黒色♀）1本出穂

トウモロコシ（黒色）1本

（白色）1本折れる

トウモロコシ（黒色♀）1本出穂

トウモロコシ（黒色）14本

（白色）16本健在

サルビアの定植

トウモロコシを抜く，水まき

トウモロコシの種子調査

A蘭の中のクロマツがマックイム

シにより枯れる

グピジンソウ，ハナビシソウ

ルピナス，ナデシコ，デージー

ヤグルマソウ，セキテクの塵まき

セキチク，ナデシコの種まき

スィートピーの踵まき　1号花園

薬変り（リュウビンタイ）の鉢憶

え

ゴテチア，パンジー，キンギョソ

ウ，レナンキュラス，チューリッ

プ，スターフロックスの憧まき

苗床の踵まき

レナンキュラスの定植，水まき

レナンキュラス，スィートピーの

定植（1号花園），水まき
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〔12月〕

12日　ヤグルマソウ，パンジーの移植

16日　キンセンカ，デージーの移植

（1号花園，2号花園）

23日　デージー，キンセンカの定植

26日　キンギョソウの移植

〔1月〕

13日　除草，肥料まき、水まき

30日　肥料まき，水まき

〔3月〕

22日　シ宍　その他の定植



昭和47年度生物日記より　　　　　　　1年餃島　泉

植物花どよみ
1972年

4．14　ナツメ・ニセアカシア発芽　クヌギ満開

15　グピジンソウ開花

19　ハナビシソウ満開

20　ビロウ・フジ満開

21センダン・ネム発芽

シャリンパイ・コマユミ・オガムラサキ・

バクサンボク・トウカエデ・ウツギ・コデ

マリ・イスノキ・ムラサキツユクサ・エ頭満開

トウモクレン終花

25　グピジンソウ満開

27　スターフロックス満開

28　アマリリス出芽　ナデシコ満開

ルビナス開花

29　デライトセキテク・ガマズミ開花

5．1スィートピー満開

2　ザクロ発芽・トウオガタマ満開

ガーベラ開花（ボケ花あり）

カスミソウ満開・キンセンカ終花

3　ベラ・ニワゼキショウ開花

4　センダンノキ開花・ガマズミ満開

6　サツキ・アマりリス開花

8　マキ′ヾブラシノキ開花

10　ザクロ・ノアザミ開花

15　タイサンボク・バクサンボク・ガマズミ

・ボケ終花

18　ヤブジテミ・コモチマンネングサ開花

チガヤ出穂　サクランボ結実

19　マキ′ヾブラシノキ・サツキ満開

20　チシャノキ開花　センダン満開

23　アジサイ開花

27クチナシ満開

29　ダリア・ウツボグサ開花

30　ヤクうレマソウ終花　ヤワラバチジョウシダ胞子着

6、2　サンゴジュ花・アメリカデイゴ・サンゴ

シトウ開花

5　ムラサキツユクサ花あり

6　′、ナック′ヾネウツギ開花

7　ハイビスカス（八重）開花

8　チシャノキ満開　キョノウテクトウ開花

12　ミヤギノハギ・ナツメ開花

当昔誓書㌫トゲソ’咽花

14（完ム；‡言孟品ンカ’オリヅルラン開

6．15　サツキ終発
19　ソクズ開花

21′、イビスカス満開

26　ネムノキ満開

30トウオガタマ開花　エリカ満開

7．7　タラノキ開花

10　アオギり・ノウゼンカズラ開花

11千日紅開花　ハナック′ヾネウツギ満開

9．4　ツルポ・ヒガン′ヾナ開花

1。．雲ご二者霊讐莞；霊禁，南日本新酎
29　りンドゥ花（磯間山）

11．1記念クロマツ松食虫で枯死（A園）

3　フェイジョア果実（川畑）

15　サクラ・シンジュ・ニセアカシア落葉多

L

la　4　ユキヤナギ開花

11ツ′ヾキ開花

1973年
1．13　ボケ発芽

24ポケ開花

2当芸完品イセン’プンゴウメ開花
10　ムラサキケマン・ミミナグサ開花

17　ヤシャブシ雄花多数落下

18　キブシ満開（成多山）

25t‡

ヨポクすっかり落莫（秋目）

プラナ・キブシ満開

3．22　タガラシ・キツネノボタン満開

24　ヤマザクラ満開

26　スイートピー開花

28 スギナ（加世田川土堤）多い

フり一ジア満開　チ1ウリップ開花

レナンキ1ラス痢花
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動物採集観察記

1972年

4ユ5　ヒメオドシチョウの脾化（約180）

18　ツ′ヾメの飛来

20　ヒオドシチョウ　死亡するもの多し

23　ミ　カドアゲハ

コ　ミ　スジ

ツマグロヒョウモ

ナガサキアゲ

アサギマダラ

クロコノマ

j
竹田神社にて目撃

）久志にて捕獲

24　モンキアゲハ　校内にて目撃

28　ヒオドシチョウ（62頭）が3令

5．15　モンシロチョウ

コ　ミ　スジ

ンヤノメシジミ

キタテハ

19　ゲンジボタル（4戯）捕獲

20　ヒオドシチョウの羽化

マイマイカブリを捕獲

コムラサキ（2頭）捕獲

22ニエオ・、Eシチョウ（40頗）放す一言

6．4　ツマベニチョウ多数秋目にて目撃

幼虫（1令・2令・3令・終令）

6　シロスジカミキリ（成虫）捕獲

7　ツマベニチョウの哺化

12　コがネムシ

アシナガグモ

ササグモ

ヂグモ

獲揃を

ヽ
・
・
・
・
・
l
・
・
－
〉
′
－
－
！
ノ

15　6月15日－7月10日までネムノキ

に飛釆するチョウの調査

22　チュウガタシロガネグモ捕獲

7．7　アサギマダラ（1頭）捕獲

14　ツマベニチョウの羽化

15　アサギマダ

アオペセセリ

一一：；・クロヒカゲ

を竹田神社にて目撃

16　ツマベニチョウの羽化

24　ゴマダラチョウを目撃

26　アブラゼミの飛来

8．3　交尾中のガを捕獲

25　イ　シガケチョウ

ルりタテハ

10．29　アサギマダラ

ウラギンシ

ヒメアカタ

ムラサキツ

シ

　

テ

　

バ

を知覧にて捕獲

磯閉山にて捕獲

11ユ2クロコノマチョウを万世lこて目撃

15　校円にセキレイ多数飛来

21校内にセキレイ多数飛来

12．23　ウスイロコノマ万世にて目撃

1973年

2．24　ツ′ヾメ多数目撃

3．10　モンシロチ。ウ　益山にて目撃

18　ツマキチョウ捕獲，モンシロチョウ・

サツマシジミ久志にて目撃

19　キチ。ウ・モンシロチョウを大浦にて

目撃

24　校内にツグミ2羽飛釆

26　モンシロチ。ウが多数見られるように

なった。

27　ツマグロヒョウモン益山にて目撃

28　ツマキチョウ・ジャコウアゲハを小湊

・大浦にて目撃

31ツマキチ，ウ・シャコウアゲハを小湊

にて目撃　ジャコウアゲハ捕獲
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生物部名簿（1973年3月現在）

顧問　　佐万敏男　　山本英司

〔3　年〕

神　野　辰　郎

木佐買　　　彰

浜　川　睦　文

平　山　智　章

本　坊　徳　光

阿久根　美智代

金　竹　美代子

篠　原　紀久子

宮　野　綿　代

森　田　睦　美

し2　q・三〕

宮　原　康　展

輿　　　真理子

木　戸　真理子

東　　　康　子

南　　　洋　子

前　田　明　子

弥　勒　菜徳子

安　富　朱　美

〔1年〕

鮫　島　　　泉
l

市　釆　勝一郎

日置都金峰町宮崎768

加世田市宮原2226

加世田市小湊431

日置郡吹上町中原2605

加世田市唐仁原3286

加世田市小湊

加世田市益山8829

日置郡吹上町中原3081

日置郡吹上町陽之浦1770の2

加世田市武田17664

加世田市武田17734

日置郎金峰町宮崎2929

加世田市本町7の4

加世田市本町17の1

加世田市村原2285

日置郡金峰町新山1691

日置郡金峰町宮崎3542

日置郡金峰町宮崎3

加世田市小湊40

加世田市武田17884
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編　　集　　後　　記

「まのせ」も今年で10二才1こなりました。危ぶまれながらも無事発

行できることをたいへん嬉しく思います。

女子中心の部員全員が観察し，研究し，記録してきたものばかりで

す。野間岳の合宿での炊事の苦労や，山水のおいしさ，八瀬尾の滝の

涼しさ，亀ケ丘の景色のすばらしさも今では楽しい思い出となってき

ました。

最後に「まのせ10号」編集にあたり，顧問の先生方及び諸先輩の

方々の御協力に深く感謝します。しかし，原稿の整備が思いのほか遅

れてしまい，それに石油危機から物価の狂勝による悪影響も加わって

印刷費は高くなり，泣き面にハチといて－た感じで発行がこんなに遅れ

て何ともすまなく思っております。

2　年　　南　　洋　子
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俗説薩隅植物誌（5）

佐　方　敏　男

筆者が「南薩の植物」を発表してから10年だった。その間，「加世田近傍の植物方言」〔「加世

田第2号』や本編（1）－（4）で若干の追捕をしだが，其後集まった方言名などを中心に，書き足りな

かったことを記してみたい。

5一（1）アクッノッ（モクタチバナ）－笠沙町の海岸近い山に見られる常緑樹，黒瀬勇さんの

話では，開園1〝7以上のものもある。宇治群島に多い木で白小花を開き果実は紫熟する。はじめ

はしぶく後甘味があって食べられる。枝は折れ易く葉は厚く長形でフッツイの葉に似ている。自

在鮭のカギを通す板に用いたり，描こぎに作ったりした。という。アダンノッとも言う。同町大

当では，八朔節にこの実を食べぬと組になるという（田神フヂさん）。シャリン′ヾイを志州（志

摩）でウジコロシという〔物品識名拾遺121丁〕のと関係がありそうである。黒瀬でもアケン

ノッの笑を食べるが，核が大きいので皮をスワブル（しゃぶる）のだという。ま丁こ同町谷山で聞

い7こ所では，子供はこの笑を竹鉄砲の弾丸にして遊ぶこともあるが，木は舟を陸揚げする時下瓦

として用いることもあるという。加世田名勝志帳の果類中，山桃に次いでアクチの名がみえる。

5－（2）アマンノバナ（ムラサキカタバミ）－アマングサというのは，普通のカタ′ヾミの方言

で吹上町で聞いたが，アマンノバナの名は秋目（坊津町）でそう言っていたと教えられた（川上

美和子さん）。ハナが美しいからであろう。筆者がこの花に心を引かれたのは，中学時代（大正

14年）鹿児島市の武町の母の実家の庭であったが，最近では諸所に広がり珍らしくないどころ

か，畑地に侵入して厄介祝される程になった。この花は，花は咲けども実はできぬ生殖能力のな一

い飾花であるが八重花ではない。カタ′ヾミは稀に八重花が見つかる〔あふち10弓（195台）」．

アマンというのは，酢のことでアマン酢之助の－口語を思い出させる名前である。

5－（3）アマンノッ（ギョボケ）－野間半島黒瀬付近での方言でイカの餌不に使う木として珍

重する（黒瀬勇氏）。釣の名人は，餌木毎に名前を附し，天候時刻別に応じて使いわけするのだ

そうである。この不はまだ愛蝶家の間でも美蝶として知られているツマベニチョウの食樹として

その分布が注目されているが，薩隅共に南部の海岸沿いの地に極限され，個体数も少ない〔福田，

田中氏鹿児島県の蝶類105頁〕。果実は寮栗にして楕円形をなし黒色なり琉球にては此笑を餌

として魚を釣るのに使う故にギョボケ（魚木）の名ありと云う〔日本百科大辞典3〕と記され，

斉田佐藤氏内外植物誌（1916）も此を踏襲しているが，琉球及び台湾では小魚の型を作って

漁獲に用いている。又同書に花初めは白く後黄色になるとあるのに台湾植物図説（1927）に

は花ハ始メ黄緑ニテ後チ喝色二変シ，果皮粗放二テ白点密布シ紅熟シ云々とある。魚木の種小名

は近来フ7ルカタが用いられるが，ヘムズレイなどは之をレリギオサの1品ならんとしている。

（1886）ドカンドルに依ればフ7ルカタはおしべ12－16本，レリギオサは20・－28本

としてある。後者は印度などでl輔をモデル，ドラムや黒板に用いられるが虫に弱く耐久性乏しい。

粁
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5一（4）アカユリ（オニユリ，コオこユリ）一　野間半島の大当で，アカユリに2種類があっ

て1つは木があらく花が多いが，他は木がなよなよしているときいた。長島の指江では，アカユ

リは上の葉の所に黒い実ができる。このユリの花の咲く頃粟をつくるという。まじ　知覧町ニッ

谷では，ヤマユリというのがオニユリのことで，′ユリというのはノヒメユリで草生地に生える

といゝ，カノコユリのことをトユリといって横は苦いと教えられた。トユリはドユユイ（土用ユ

リ内山田）の託ったものか。頴娃町の谷場ではオニユリをヤマユリといい，カノコユリをオニユ

リだといってきかねので念を押して問い正しに所，裏庭からこれだよと，その家の主人が果実付

のカノコユリを持ってきて下きっにので確信を得だ。カ′コユリの名は花壇綱目（1682）に

も大鹿子百合と共に出ているが，このユリの学名が付いたのは1794年のことで，日本名をカ

スピアコ，コ′コユリ，コーレイユリと書いている。初頭の名は勿論，鹿子百合の漢字読みなの

であろう。吹上地方（南薩）にアワユリという名があって，この花の咲く頃粟を植えよというの

は，カノコユリのことか？オこユリのことか？カノコユリの花期は，オニユリより良く盛夏に及

ぶ。笠沙粗大当でもカノコユリをオニユリと言っている。

5当霹ソズラシ（ハマビワ）一　海岸近い杯中に多い。笠沙町谷山では，イソズラともき

いだ。材は黄色でシァモジなど作るという。この植物は，ツンベルグが新植物として発表後注目

されまずジァワの植物園に移入きれ（1827）ここを経てオランダに輸入（1837）きれに

らしいとシーポ′レトは書き，まだ生育地に凶んだ日本名を正しくハマビヮと記している。その後

殆んと40年を経てT　フランシェ一等はヒマビワの名をのせているのは誤植の結果か。南薩では

′ヾカビワ（加世田など）とさげすまれているはと有用樹ではないらしい。

5－（6）イブシ（サンゴジュ）－　笠沙町谷山部落は野間岳，麓の谷間の村で山優面の段々畑

のすそを流れる小川沿いに，サンゴジュの茂みが目立っている。そこに住みついて六代目という

谷山重夫きんは，この木をイブシと呼んでおられた。大隅でもイブスノヰ，山口県（祝島）では

イポシという由〔山口県植物誌〕。サンゴジュはまにキサンゴともいう〔大和〕が，草珊軌は和

名センリョウ〔本草正路2〕という別植物にあてている。サンゴジュは挿木しやすい樹である。

終戦後2－3年のことこの直幹（直径5－6（聯）を根元を近くで伐り長さ2刑余にし，上部に又

枝を付けたまま，裏庭に立て物干竿を架ける叉木の支柱としておいだ。所が翌年には，芽をふい

て活着してしまったのである。こんな大きな挿木になろうとは予親もしなかったことである。

艮安は，珊瑚樹をさんごじゅのきと仮名書きし，三四月細小花作集結子似冬青子而赤と記し，次

ぎに，権幸（ごんずい）木葉子共似珊瑚樹而房梢長閑乗多有〔和渓三ま84〕を出している。

5－（7）ウキンノバナ（カンナ）一　筆者小学生の頃，自庭の育梨の高木の下あたりに，大き

な葉で兵赤な花の草が群生していだ。名前は知らなかったが，ずっと後になって，これがウキン

ノバナと呼ばれていたことがわかった。別にツツングサ（葉がうすいだ代用にするから），ハナ

ノヾシ。（吹上町），バランハナ（葉がハランに似て花が著しい）などいわれる。クマタケランの

越冬する笠沙方面では，葉がこれに似て花が美しいので，サレンハバナ（黒瀬など）とも言われ

る。さて我国古渡のカンナは，だんどくせんの名で知られ，花赤白滞色あり豊後百合とも云〔花
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壇綱目申（1664）〕と記されている。壇持山（北インド）は仏陀苦行の地といわれる所で，

この地由来の花というのであろう。その後，だんどく，くれない也薬ハぱせをのちさ套もの〔花

地4，5〕．植特花，美人蕪の類なるべし寒をおそる〔花譜中〕など出ている。而して前掲書6

巻には，種は二月こまく小刀こて皮を少けづりてよレ其ま、ハはへにくさ物なりと種子の予措法

が記されている。上の美人薫くピジンショウ）は今名ヒメバショウというバナナ属の別植物であ

るが，支那の本では，カンナにこの名を用いているのがある。〔種子植物名称（1954）〕。

本草網目15巻湿草類に，紅蕉薬療類麿若色正紅如樹花日一両葉其中有一点節線可愛春開至秋冬

猶芳俗名美人薫とあって，この植物の皮中から取り出した蕉油は火傷の薬になり，まだ琉頭止女

人髪落令長而黒などの効用が記してある。我国でも上記を引用し，尚，花のうつくしさとてびぢ

んせうといふといへともしからず此葉をせんじ女中髪をあらふこけを長クしてくろからしむ…・‥

……葉をくろやきにしてカミの油にねり髪のはげだる所にぬりてけをせうす其しるしぼせうにす

ぐれ7こるとて名付よし誠に女ハ髪のめでたからんこそ人のめだつべかめりといへ′ヾ美人薫と呼ぶ

もにくからずと記しこの名の由来としている本がある〔増地7〕。しかし筆者はこの芙花が山川方

面の墓地の供花になっていたのが強く印象づけられて思い出される．

5－（8）ウメズ（リンボク）一　葉は幼木では鋭鋸歯が著しいが成木では全辺光沢があり固い。

シーボルト等が新学名をつける時も葉状の特色を以て種小名として，総状花序は願出単一，秦の

半長で20～25花を付けると記し，果実の記軌まない〔自然分科日本植物誌瓜33（1843）〕

和名リンボクは，頒木にあやまり当てた名という。殊木とはどんな木か。本草綱目に依れば，生

江南深山大樹有数種取葉厚大白花者入薬白線灰入染家。時珍日，此木最硬梓人謂之樹筋木是也本

人染縫用葉亦可醸酒と記し，釈名腐本音澤としている。薬用として，一幸輝灰本経汗於病者床下

布之勿令病人知也と。リンボクは確かに境木でない。細山も詳かならずとしている。〔重訂31

（1847）〕。多識篇の著者鴫木はよくわからなかったとみえ，唯リンと振仮名を附してい

るだけであるこ葉形にもとづいたヒヒラギ系の方言名と，樹の性質，用途によってつけられたタ

デ系の万言とがある。ヤマタデ（北薩八重山など）の他ウメズ（堀切山）というのを聞いたがそ

の由来はきけなかった。埼不は，漠渡りの蛇木ト云吻是ナルへシ（本草正論6〕ともいう。

（1776）。

5－（9）オナゴタマタシ（ヤナギイチゴ）一　夕マタシというのは，笠沙町の方言でハドノヰ

のことである。之に似て，葉が長形で裏の白い低木で小形のイチゴを思わせる果実をつけるヤナ

ギイチゴを同町谷山などでオナゴタマタシの名で区別しているが，大浦町大木湯などでは，オト

コタマタシという。ここではハド′キをタダシバと言っている。然るに薩摩半島南東端の開聞町

では，ヤナギイチゴをシロバドと称レ子供らは生栗を食べたりする。この植物をはじめて学界に

発表するに際し，シーポルルは，不完全な榛本と滞日中の写生図（雌花と果実）を基にレて敢て

新属モロカルブス（桑の笑を者味する）を打ち建てたのである。凶みに，ハドノキの方言は上記

の他力ンワタシ，カンワタイ′ヰ（笠沙町椎木），タカダンシ′ヾ（大浦町）などあり牛の好飼料。
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5－如けイガンノバ（ナンパンキブシ）－　早春他樹に先だって裸枝に淡黄の総状花房を数

多下垂して山径を活気づけてくれる低木の一つだ。幼木や徒長枝には枝先に葉を落さず紅変した

葉をまじえて越冬しているものもある。ウイガンノバとは，牛が食べる葉のことだと，野間岳下

腹の樫木部落で教えてもらった。加世田市内山田田頭に7　ウイメダと言う名で，午がよく食べ，

昔は歯染めに用いにという木があるときいた。はじめ，フシノヰと思ったが，後キプシとも考え

られ未だに決しかねている。このヰブシには，前にも記した通り，フタタヰ，ナベトイノッなど

の名があるが，前者は火だ丁こき（火はrこき）かと推論の域を出でず，また後者の語源も確認きれ

ないが，案外単純な撃冥や想像に由っだ名に違いない。この木は白い髄がきわだって大きいので

これを集めてマリのしんに使っにだめ，マイボシン（知覧町，頴娃町の山間など）とも呼ばれて

いる。この不倒はじめて発表したシーボルトはこの花の不快な香いを気にしている。

5－的インギー（イイギリ）一一　日置郡吹上町でこの方言の樹木があるが何種かはっきりせ

ずァプラギリ（時に栽培がみられる）ではないかと疑いを残しγこままになっていた。イイギリか

も知れぬが，この木はこちらでは見にことがないので疑わしい。土井氏の有名な薩摩植物誌をみ

ても日置郡内には自生はない。そこで筆者は，インギーが鉄山（加世田市）にあることを報じた

際にはアプラギリ？としておいrこ　（1967年）が1971年，鉄山を経て山道を蔵多山へ登

る山中でたまたまイイギリの野生を見，疑間のインギリの正体はこれと確認でき丁こので，ここで

謹しんで訂正しだい。この樹は露国マキシモウィッチにより1866年はじめて知らされ新学名

がつけられた。属名イデシアは，支部旅行記（1704年）の著者名より採ったと記している。

伊比桐葉似桐類而非桐屈まに菓似菜盛葉商略長春開小白花秋結子作房如南天子而大内有黒細子阿

州和州山中有之移栽庭園甚美也然人家希見之〔和漢三才84お園芸品種稲葉品や班人品が知ら

れている。

5－0カカライ　ノバンメ　′ッ（オガタマ／キ）－　吹上町和田には，面白い植物方言があるが

これもその1つである。同町中和田の脇政吉きんがこの呼名の果実付の枝をわざわざ拙宅まで届

けて下さって，はじめてオガタマ′キと判明しに。脇さんは，本植物誌（1）に記したアッピヨ

イエの行事なども教えて下さった方である。攻めて御好意を謝したい。大木になるこの木の踵実

をみて鳥の 米の木と呼んだのであろう。四国高知で，カラスモモの名があるのと共通しγこ見方

玉ノ木藤州ニママアリ，俗ニダイシ杏ト云，又大師木ト云，木ハ樺木二能似テ大者数

囲二重ルモノナリ………二三月頃花ヲ用ク，大サ梅花ノ如ク形辛夷ノ如ク白色ニシテ少紅色ヲ樗

プ色蓮こ似タリ紙子油ヲ取り蝋トス‥＝…‥〔西州本状一白井氏による〕。この木の堅さを表わす

万言名として，笠沙では，カシクレという所があると吹上町の故戸越佐太郎翁にきいだことがあ

る。堅いカシノキよりまだそれ以上に堅いの意である。大浦ではカタガシという由（徳永真氏）。

5－個カゼクサ（ササキビ）－　笠沙町赤生木のバス停に近い谷間は，天然記念物？ゴの生

育地であるが，ササキどなとも見られる。同地の米菊ばあさんは，腰こそ曲っておられたが，極

めてお元気で，へゴの説明やカゼクサの話をきかして下さった。この葉先にある横の折目の数は

その年内に襲来する大風の回数をあらわしているのでカぜクサというのだそうである。ササヰビ
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の葉を見ると成程，帯状の横線（折目）がある。合田悟氏に依れば，屋久島の宮之浦ではカサク

サといい葉基から葉先までのこの横線の位置により台風の月（時期）を占なっているという中で

ある（植物と民俗43貢）。草木の細かい所までよく気づいてそれを人間生活の何れかの面にと
＼

り入れに昔の人の素朴さがよくあらわれている。嘗てアカメガシワの方言名をきいに時，粟卑ぬ

基部の蜜腺をさして，これをト′サマンメンタマ（殿様の眼玉）というのだとつけ加えて教えて

くれた良家のおばさんがあった（頴娃町）。普通の植物図鑑にはこの蜜腺のことは書かれてない。

ツンベルグ，シーボルトの図説共に蜜腺の記軌はない。有名な牧野図鑑亦然り。然し雪吹氏は，

主要蜜腺即ち上記トノサマンメンタマを図示し，是等蜜腹の同曲は，凡て赤色の輪状部を以て包

まれ凹陥して蜜槽をなせり〔植物と昆虫との関係（1903）144貢〕と記している。さて金

峰町白川などでは，オヒシバをカゼクサと呼び，この草の分岐した臆の数ほど年内に台風がある

と言い伝えているという。まだ，知風草，俗二其クヰニ節アレハ其年大風フグ本ニアレ′ヾ蕃フク

中二アレバ夏秋フケ末ニアレバ冬フクこ節アレハニ匿フク節ナケレバ其年大風フカズト云〔大和

9の16～17〕としてこの尊名をチカラクサとしだ本がある。更にトウモロコシについてこんな

記述がある。今俗所謂南蛮黍之根節出地者高則其年必有大風，田地者低則其年必無風予釆裁之然

蛮　棍有節節上有細根知髪両者土着也（本朝食鑑）（1695）〕。大風占いに，種類こそ違え，

ササヰビ，オヒシ′ヾ，チカラクサ，トウモロコシなどイネ科草本が用いられているのは興味深い

ことである。笠沙では，ササキビをサヤサヤクサやサラサラクサといい年に食べさせたり，笹舟

にしたりして遊ぶが，飼料としては少しかたいという（黒瀬）。

5－的キンギンクサ（マッハラン）一　最古のシダ植物として知られているこの特異なシダ

の子のうの黄色及び胞子の黄白色をキンギンにたとえだ名称で川辺町でいわれるときいに。大浦

町ではアワランという。之も子のう∽性状に基づいた名称である。加世田市鉄山方面にも野生す

るが名前はきかれなかった。大浦などでは，稀に樹上に着生させたりレて観賞する好事家もある

がご　ササラン′（セキコ
孝

）はど一般的ではない。川辺町清水の磨崖仏の岩の割目にも見られる。

5－個コヤイノッ（エゴノキ）－　エゴノキは5月上旬より梅花のような白い長梗の花房を

数多下垂して極だって美しい落葉低木である。花後小栗は長円まには・球形であって果皮は細毛で

おおわれている。よく枝瑞にムシコプ菅生することがあって珍らしがって採集したりする。これ

がネコアシフシである。コヤイノッ（内山田など），コヤス（堀切山），ドタロノッ（川辺）ド

ッヅシノッ（赤生木）などの呼名がある。猫の址指に似たネコアシフシは，シーボルトも新学名

発表の際，見逃がさず図示しているが和名はチシャノキとしてある。フランシェ一等は，チマ／

ヰとよまれる名を記レている。コヤスの名は，加世田名勝志帳中にもでている。奄美大島でも同

名で呼ぶが肥料になる故の名だろうと初島先生（当時鹿大教授）は話されたことがある　（19

64年7月4日）。ドクロ′，ノッは，ロタロ′キの訊りでこの地方ではロをド，ラをダとなまる。

然し反対の場合，例えばドカンスイッゴを靴ってロバンスイッゴという如きその不安定きを示し

ている。ドッヅシノッの名と，この笑を川に流がすときいだ時，ドッヅシというのは白蟻の方言

でもあるので念を押しだが之には開係なくだだ毒の木の意味らしかった。エゴノキは，シナにも
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分布レ野東覇の名で知られている。

5－的ザッツビンヒッカケ（センこンソウ）－　吹上町和田方面でいわれる名で由来がわか

らない。サッツシビンヒッカケともきいだが，これが本家かも知れない。道端の草むらなどにま

といついているのも多く盛夏白花はきわだって美しく見える。冬もくすんだ緑色に白保をはかし

た葉を交えてこのつるの存在を示している。有毒植物の一つでかむと辛味がある。座頭小便ひっ

かけの意であると82才になる同地の椿ぢいきんは考えている。いずれにしても何故このつる植

物に座頭を配したのか知りたいものである。救荒本草の大蓼がこの植物だとして，俗名仙人草又

馬ノバコボシ武州近辺ニアリ山野共二生ズ筑前ニテタカタデト云蔓草也三枝九葉也秋二重テ四弁

白花ヲ開ク形風鈴草の如シ花後白頭翁ノ如クナル綿アリ筑前土人錬ヲ好ンデ食フ生ニチハ不食塩

こテモミ食フ反テ歯ヲカタメルトナン塩ガヨキモノ然閑栗ニテハ不食〔約之紀聞8〕。笠沙町谷

山では，タカタッカズラといっている。ダンマカズラ（内布），ウシノバツッカゲ（日吉，吹上

町），ウマンバツッカゲ（日吉，吹上，金峰町），ウマンパオレ（知覧町）などの名もある。

このつるを鎌で切れば，は（刃）がきれなくなるというのは，牛馬の歯コがレの者を鎌のハまで

拡大して考えたのであろうか（和田など）。このセンニン．ソウは，ツンベルグが新学名発表（1

793年）の時，日本名イカリソウとしている。葉状を三枝九秦にみだてに7こめの名であろう。

しかし花は全く別物である。同属バンショウズル発表に際し，日本名はカラタデ，タカタデ，カ

ザグルマ，センニンソウの四名が連記してある。どうしてこう念の入った誤りを記しだのであろ

うか。

5－的サンキラ（サツマサンキライ）－　開聞岳西都麓でサツマサンキライとサルトリイバ

ラを区別して後者は，クワクワラ，前者はサンキラ（山帰来）と呼ばれているが，人によっては

ハマサルトリイバラを指してサンヰラとすることもある。サンヰラは，海岸近くにあって長形秦

でとげが多い。笠沙町姥でもこの名で呼び，坊津町久志では，磯にあるのはとげがないという。

ここではサンキラを2種区別しているわけであるが，2種共クワクワラ（サルトリイバラ）のよ

うに団子用とはしないという。とげがないというのは，葉が円く，黒色小形の球栄をつけるハマ

サルトリイバラのことであろう。笠沙町大当では，オトコカカラはむしに時，香いがないので団

子は包まないが，オナゴカカラは，葉が小さく，むしだ時香いがあるのでカカラダゴを作ると主

婦の田神きんは話してくれに。オトゴヵカラはハマサルトリイパラのことであろう。サツマサン

キライは，19世紀半，日本では薩摩においてはじめて採集され標本が新種としてグレーにより

発表されている。

5一的　ダレイッゴ（ナワシロイチゴ）＿一丁　ナワシロイチゴは最も普瀞こ路傍にもみられる

のでアシモトイチゴ（笠沙谷山他）とも云われ，暗赤色の栗は「1穏五六子他苺ヨリ粒大ニシテ

削、」5月頃熟するのでタウェイッゴ（吹上，川辺他）とも呼ばれている。本草α璃田熟こ当て

られてきにが，時珍は朗小白花と書いているので同一種とは言えない。この文中で，此猿凡五種

予言親釆以南雅所列者校之拾得英的諸家所説皆末可信也と自信のほどを示している。名芙図考1

9に，紅梅消（江西呼称）の名で図解があり，重修本（1884）では，ナハシロイチゴとルビ

－6－



がついている。この根を浸酒して薬にし，まだ取花汁入粉ソ′ヾカスを去るベレとある。而して似

者田泉………三月間開小粉紅花色似紅梅不甚開放下有線葡…………とも記している。この図考の

著者は，イチゴ属は甚だ多く，李時珍も亦いまだ尽く考究していないので紅花のものがあること

に言及していないと一筆書いている。これより前，我国では本草正正路（山岡恭安1778年）

でもイチゴの条下で，凡苺ノ属吾邦所在十余品逐一銘シ鎧シ。時珍，僅五品ヲ出スノミとレ余程

病に触ったとみえ，大家の時珍を相手に大見栄をきっている。東壁多病ニシテ親採り種へ試ルコ

トヲ為すズ，故こ其形状之辟スルニ至リテ萄モ古人ノ筆頭ヲ膝針スルニ過ザルノミ。草木形状，

王恩義が三才図会二拠ル者十ニシテ七八二　鳴呼王氏が物産二於′レ，如何ゾ専門ナランヤ。ととば

っちりは王恩義に及び，専門に非ズシテ其コトヲキワメント欲スルノ竜者ノ物色ヲ談ズルガ如し

…………と手さびしい。大和本草では，ナワシロイチゴをアシクダシと言っているが，悪しきを

くだす意かという。まだダレイッゴ（川辺　知覧）は生果を過食すれば病気になるから（ダレル

カラ）だときいに。イチゴ属は，中国では彩しい種が知られ，半世紀も前に於で既に150種近

くに達している。ナワシロイチゴもその中の一つで山東広東江西て広域に分布している。

支那名も草揚苺子や茅苺（広州）そゐ他多い。ナワシロイチゴを稀にヘビイッゴ（加世田）とも

云うが和名ヘビイチゴ（支那名蛇苺）は別屑で黄花を咲く。ピイッゴ（加世田），イゲイッゴ

（長島）などはイチゴ属の特徴の一つをトゲで表わす方言である。

5－個　ダンザンハ（コモチシダ）－　好んで断崖壁に群生して大形葉を垂下する常緑の大

型のシダである。時には葉表面一面移しい小苗（胎芽）ができる．4月若芽は帯紅色で殊に美し

いものを・、多ジョウカグマ（タイワンコモ≠シダ）としている。支那ではこの類を狗青といい，

オオカグマ（狗脊），コモ≠シダ（東方狗脊），ハチジョウカグマ（多子東方狗脊）と言ってい

る。時珍日，狗菅有二種一種棍黒色如拘背骨一桂有全黄毛如狗形皆可入薬と。コモ≠シダには，

次の様に多くの方言がさかれる。オイダへゴ（伊作），オナゴへゴ（伊作），ダンザへゴ（日吉

吹上，加世軋　笠沙），ダンザンハ（経木）′ヾクヨヘゴ，′ヾタロウヘゴ（内布），ガンタクサ

（白川），ゴンタへゴ（永吉，和田，．阿多，内布，益山），カワへゴ（大浦大木場），ヤマドイ′

ホロ，ヤマドイノシット（大浦）などで冬季牛の飼料にもなる。ダンザへゴのダンザは，アナグ

マ（タヌキ）のことでこのシダが多くの小蕗なつけ年さまを人をバカすタヌキなどの性質に見立

てにのであろうか。′ヾクロウというのは馬売買の際には仲介人が値ぶみを袖の中の手でひそかに

なレだもので，それをだまし合いと見てこのシダの異様な姿を表現したものか。ゴンダへゴは子

苗を付した葉面を人の醜面にみだてにものか。カワへゴは，河川の岸辺あだりの生育地に因んだ

名であろう。ヤマドイ′ホロは山鳥の羽毛の意で葉状に由来レた方言である。オナゴへゴはこの

シダが岸より下方へ垂れて群生レている状況に基づいた名であろう。伊豆南部では，このシダに

ヤマドリカケシの名がある，という（倉田悟氏）。この名はまだ，イヌガンソク，イノデ（島根）

リョウメンシダ，ヤマドリセンマイ，サカゲイ′デ（山口）などシダ類の方言名にもなっている。

このシダの葉状をみて，羽毛の似たヤマドリでもかくれたらきっと見分けがつかないだろうとの

奇抜な考えによるのであろう。

＿7　＿・・



5一榊　へテラカシ（′、イキビ，ヰシュウスズメノヒエ）－　方言は，細い廻るの諒で長い

地下茎やほふく枝の節々より根をはり上方に茎を伸ばして繁殖するイネ科の雑草に付けγこ名称で

ある。赤生木では，へツラカシといい，ガネグサ，ヤマメグサと同一物で水田の雑草を指してい

る。ガネグサは，川がに釣りに子供らが遊びとして用いる名で′、イヰどもその一つである。ヤモ

メグサも′、イヰビ（鉄山など），キシュウスズメノヒエ（益山など）で田の畦などにはい廻る草

（内布など）だという。大浦では，へツラガイといい，たんばの土手から中へ増える草で，戦後

稲の早期栽培するようになってから著しく目立って増えだ。茎はタケのように節があり，かめば

甘いという。米の生産過剰は，皮肉にも作付減反，休耕田など思わぬ結果を招いたが，この休耕

田は雑草の生育楽天地で水田一一面足の踏み場もないはとヰシュウスズメノヒエでおおわれてしま

った所もある。この除草復旧のだめ監業試験場にまた一つ研究課題が増えrこ。′、イヰビは新芽が

硬くとがっていてタケンコグサ（大酒など）ともいい，まだウシコロシの名もある。水田で役牛

の足に引かかるのでこの名がついにという。一説にこの草は午の好物であり，あまり多食して病

死しだにめだというのもある（小湊）。ウシコロシ（時にウシコロ）は，オヒシバを指すことも

あり（万世，相星など），ミゾソパをいうこともある（吹し．町藤元）が，堀切山では，コガンピ

に当て，午には食べさせないのだときいγこ。凶みにT　ウンマゴロシ（益山）というのがある。

ドクダミに似た臭い草というから′、ンゲショウのことと思われる。バンゲショウは小湊ではカワ

フズヰといい「田んぼの土手にはえ一年中ある。馬は食べない」というのが有力な傍証となるだ

ろう。ところで′、イキビを何故ヤマメグサというか。この草がやたらにはびこるばかりで，目立

った花実もつけない様子をオトコヤモメの身廻りの万事不行届で「組が湧く」というのに通わせ

たのであろうか。手入れの届かぬ荒田に多く生える草の意だろうか。

5－（21）ミッズシ（クマノシズヰ）一　クマノミズ与は，山腹樹林中に見かける落葉樹で6

月頃白花でおおわれに樹冠は遠望してすぐこの種類とわかる位特徴がある。葉は対生で妾細伏毛

の為白色を帯びる。ミッズシ（堀切山　笠沙町谷山など）と呼ばれるのは，切［］から汁液が出る

からと思われるが，ズシは何の意味か。切り離して考えてみたがわからない。調べてみるとミッ

ズシはミズユスの縮まったものとわかっ7こ。大和本草に，ミヅユス其木理ユスニ似タリ……枝ヲ

切レバ水田ツ四月殊こ多シ切口ヨリ水滴ル栗木ナリと云う。葉の裏でこすればむずかゆいので，

ムシカカシバ（開聞町脇）とかムッカイノッ（笠沙町黒瀬）などともいわれる。

5－（22）　′、マアサガオ（′、マヒルガオ）一一－南蛮通名のこの草はコガレグサとも云われる。

海岸砂地に群生する。同属のコヒルガオも畑地などに見られる。別属のグンバイヒルガオは熱帯

から亜熱帯の海岸植物で，吹上海岸でも稀に苗を発見するが花をみない。新川で採っrこ苗を鉢に

移し保護しだが花をみず11月には枯死してしまった（1968）。鳥取海岸まであるらしい。

海岸近い山野に時に群生し青紫色の花で人目をひくノアサガオも同国とされ小洛　笠沙方面に分

布するが赤花はないようだ。近来の帰化というアメリカアサガオは1971年はじめて加世田の

町はずれでみつかった。1947年に花を採集Lrこ細葉の小形アサガオは，1955年に万世で

採集Lに果付の標本と共に7　種名未定のままになっていたが，これはマメアサガオらしい（図参

一8　－



照）その後この種はどうなったか。近年道路拡張改修の為土砂の搬入と隆肩柚の固定の為の芝付

は，植物の分布をひろげることが多い。今まで見なかったウツボグサ，カワラナデシこコ，・ヤナギ

′ヾヒメジゴオン，コマツナギなどが1973年はじめて万世で見つかっに。タチッメクサもシロ

ツメクサに混入して道傍に多く花をつけている。外来種では，カナリークサヨシ数株も加世田の

町でみつかった（72年）。さてヒルがオ科作物で有名なサツマイモは肥大Lに佃根がイモであ

るが終戦直後は茎葉を食べに苦い苦しい経験を軌、出す。茎堤を利用するのは，これも南方系の

ヨウサイ（アサガオナ）で空心柴とも中国では呼ばれている〔俗説（2ト163〕。北部朝鮮では

野生ヒルがオ（メーサクと云）の根をきざんで飯ににき込んで食べると戦前きいに。さしずめヒ

ルガオ飯といえよう。カライモ飯の原型と思えば不恩鍬はない。邦書救荒植物柴説P60に漠土

ニテ此根ヲ煮食フ1説アリ又沖絶ニテモ蒸シ食7方言節根ト呼フなどの記事がある。この小冊子

は表紙に禁売買と印刷した85貢の仮とじ本である。（昭和23年発行家庭新書三巻附録Cつ救

荒植物集説抄には，全部で92貢（B6版相当）とある）。

笠沙町赤生木で1956年に写す。

当時はこんな株が他に2－3株自生

していたが今はない。人物は筆者．

一一9＿－

11947年6月5日　加世田市白色の

踏切付近で採る。

I1955年9月19日万世で採れ
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